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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリーム
を受信するように構成されたレシーバであって、前記符号化済みステレオパラメータ情報
が、
　　ステレオパラメータの第1の値であって、第1の周波数範囲に関連付けられ、エンコー
ダ側窓掛け方式を使用して決定される第1の値、および
　　前記ステレオパラメータの第2の値であって、第2の周波数範囲に関連付けられ、前記
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される第2の値を表す、レシーバと、
　前記符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するように構成された
ミッド信号デコーダと、
　前記復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を使用して
周波数領域復号済みミッド信号を生成するように構成された変換ユニットと、
　前記符号化済みステレオパラメータ情報を復号して前記第1の値および前記第2の値を決
定するように構成されたステレオデコーダと、
　前記第1の値および前記第2の値に対して条件付け演算を選択的に実行して前記ステレオ
パラメータの条件付けされた値を生成するように構成されたステレオパラメータコンディ
ショナであって、前記条件付けされた値が、前記第1の周波数範囲のサブセットまたは前
記第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲に関連付けられ、前記ステレオ
パラメータコンディショナが、1つもしくは複数のステレオパラメータの値の差異が、差
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異しきい値を満たすことに基づいて前記条件付け演算を選択的に実行するステレオパラメ
ータコンディショナと、
　前記周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第1の周波
数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するように構成されたアップミキ
サであって、前記条件付けされた値が、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復
号済みミッド信号に適用されるアップミキサと、
　第1の出力オーディオ信号および第2の出力オーディオ信号を出力するように構成された
出力デバイスであって、前記第1の出力オーディオ信号が、前記第1の周波数領域出力信号
に基づき、前記第2の出力オーディオ信号が、前記第2の周波数領域出力信号に基づく、出
力デバイスと
を備える装置。
【請求項２】
　前記デコーダ側窓掛け方式は、符号化に使用されるオーバーラップサイズとは異なるオ
ーバーラップサイズを有する窓を使用する、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　デコーダ側の前記オーバーラップサイズが、符号化に使用される前記オーバーラップサ
イズよりも小さい、請求項2に記載の装置。
【請求項４】
　前記ステレオパラメータコンディショナは、前記条件付け演算を実行するために、前記
第1の値および前記第2の値に推定関数を適用するように構成される、請求項1に記載の装
置。
【請求項５】
　前記推定関数は、平均化関数、調整関数、またはカーブフィッティング関数を含む、請
求項4に記載の装置。
【請求項６】
　前記特定の周波数範囲は、前記第1の周波数範囲のサブセットであり、前記条件付けさ
れた値は前記第1の値とは異なる、請求項1に記載の装置。
【請求項７】
　前記ステレオパラメータコンディショナは、前記条件付け演算に基づいて前記ステレオ
パラメータの1つまたは複数の追加的な条件付きの値を生成するようにさらに構成され、
前記1つまたは複数の追加的な条件付きの値における各々の条件付きの値が、前記第1の周
波数範囲のサブセットまたは前記第2の周波数範囲のサブセットである対応する周波数範
囲に関連付けられる、請求項1に記載の装置。
【請求項８】
　前記特定の周波数範囲は、前記第1の周波数範囲のサブセットであり、前記第1の値は、
前記第1の周波数範囲の別のサブセットに関連付けられる、請求項1に記載の装置。
【請求項９】
　前記特定の周波数範囲は、前記第2の周波数範囲のサブセットであり、前記第2の値は、
前記第2の周波数範囲の別のサブセットに関連付けられる、請求項1に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第1の周波数領域出力信号に対して第1の逆変換演算を実行して前記第1の出力オー
ディオ信号を生成するように構成された第1の逆変換ユニットと、
　前記第2の周波数領域出力信号に対して第2の逆変換演算を実行して前記第2の出力オー
ディオ信号を生成するように構成された第2の逆変換ユニットとをさらに備える、請求項1
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ビットストリームは、符号化済みサイド信号も含み、前記装置は、
　前記符号化済みサイド信号を復号して復号済みサイド信号を生成するように構成された
サイド信号デコーダと、
　前記復号済みサイド信号に対して第2の変換演算を実行して周波数領域復号済みサイド
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信号を生成するように構成された第2の変換ユニットとをさらに備える、請求項1に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記条件付けされた値はさらに、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復号済
みサイド信号に適用される、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ステレオパラメータコンディショナおよび前記アップミキサは、モバイルデバイス
に組み込まれるか、基地局に組み込まれる、請求項1に記載の装置。
【請求項１４】
　符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリーム
をデコーダにおいて受信するステップであって、前記符号化済みステレオパラメータ情報
が、
　　ステレオパラメータの第1の値であって、第1の周波数範囲に関連付けられ、エンコー
ダ側窓掛け方式を使用して決定される第1の値、および
　　前記ステレオパラメータの第2の値であって、第2の周波数範囲に関連付けられ、前記
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される第2の値を表す、ステップと、
　前記符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するステップと、
　前記復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を使用して
周波数領域復号済みミッド信号を生成するステップと、
　前記符号化済みステレオパラメータ情報を復号して前記第1の値および前記第2の値を決
定するステップと、
　前記第1の値および前記第2の値に対して条件付け演算を選択的に実行して前記ステレオ
パラメータの条件付けされた値を生成するステップであって、前記条件付けされた値が、
前記第1の周波数範囲のサブセットまたは前記第2の周波数範囲のサブセットである特定の
周波数範囲に関連付けられ、前記条件付け演算が、1つもしくは複数のステレオパラメー
タの値の差異が、差異しきい値を満たすことに基づいて選択的に実行される、ステップと
、
　前記周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第1の周波
数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するステップであって、前記条件
付けされた値が、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復号済みミッド信号に適
用される、ステップと、
　第1の出力オーディオ信号および第2の出力オーディオ信号を出力するステップであって
、前記第1の出力オーディオ信号が、前記第1の周波数領域出力信号に基づき、前記第2の
出力オーディオ信号が、前記第2の周波数領域出力信号に基づく、ステップと
を含む方法。
【請求項１５】
　命令を含むコンピュータ可読記録媒体であって、前記命令は、デコーダ内のプロセッサ
によって実行されたときに、前記プロセッサに、
　符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリーム
を受信する動作であって、前記符号化済みステレオパラメータ情報が、
　　ステレオパラメータの第1の値であって、第1の周波数範囲に関連付けられ、エンコー
ダ側窓掛け方式を使用して決定される第1の値、および
　　前記ステレオパラメータの第2の値であって、第2の周波数範囲に関連付けられ、前記
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される第2の値を表す、動作と、
　前記符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成する動作と、
　前記復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を使用して
周波数領域復号済みミッド信号を生成する動作と、
　前記符号化済みステレオパラメータ情報を復号して前記第1の値および前記第2の値を決
定する動作と、
　前記第1の値および前記第2の値に対して条件付け演算を実行して前記ステレオパラメー
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タの条件付けされた値を生成する動作であって、前記条件付けされた値が、前記第1の周
波数範囲のサブセットまたは前記第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲
に関連付けられ、前記条件付け演算が、1つもしくは複数のステレオパラメータの値の差
異が、差異しきい値を満たすことに基づいて実行される、動作と、
　前記周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第1の周波
数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成する動作であって、前記条件付け
された値が、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復号済みミッド信号に適用さ
れる、動作と、
　第1の出力オーディオ信号および第2の出力オーディオ信号を出力する動作であって、前
記第1の出力オーディオ信号が、前記第1の周波数領域出力信号に基づき、前記第2の出力
オーディオ信号が、前記第2の周波数領域出力信号に基づく、動作と
を実行させるコンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の請求
　本出願は、2016年10月13日に出願され、「PARAMETRIC AUDIO DECODING」と題する、同
一出願人が所有する米国仮特許出願第62/407843号、および2017年9月19日に出願された、
「PARAMETRIC AUDIO DECODING」と題する、米国非仮特許出願第15/708717号の優先権の利
益を主張し、上記の各出願の内容は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれ
る。
【０００２】
　本開示は概して、パラメトリックオーディオ復号(Parametric Audio Decoding)に関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　技術の進歩は、より小型で、より強力なコンピューティングデバイスをもたらした。た
とえば、現在、小型で軽量であり、ユーザによって容易に携帯される、モバイルフォンお
よびスマートフォンなどのワイヤレス電話、タブレットおよびラップトップコンピュータ
を含む、様々なポータブルパーソナルコンピューティングデバイスが存在する。これらの
デバイスは、ワイヤレスネットワークを介して音声およびデータパケットを通信すること
ができる。さらに、多くのそのようなデバイスは、デジタルスチルカメラ、デジタルビデ
オカメラ、デジタルレコーダ、およびオーディオファイルプレーヤなどの追加的な機能を
組み込んでいる。また、そのようなデバイスは、インターネットへアクセスするのに使用
できるウェブブラウザアプリケーションなどのソフトウェアアプリケーションを含む、実
行可能命令を処理することができる。したがって、これらのデバイスは、かなりの計算能
力を含むことができる。
【０００４】
　コンピューティングデバイスは、オーディオ信号を受信するために複数のマイクロフォ
ンを含んでもよい。ステレオオーディオが記録されるとき、コンピューティングデバイス
のエンコーダがオーディオ信号に基づいてステレオパラメータを生成することがある。エ
ンコーダは、オーディオ信号およびステレオパラメータの値を符号化したビットストリー
ムを生成することがある。コンピューティングデバイスは、このビットストリームを他の
コンピューティングデバイスに送信してもよい。
【０００５】
　第2のコンピューティングデバイスは、ビットストリームを受信して復号し、ビットス
トリームに基づく出力信号を生成してもよい。デコーダは、ステレオパラメータの値に基
づいて復号オーディオを調整することによって出力信号を生成してもよい。いくつかの状
況では、ステレオパラメータの値を使用して復号オーディオを調整すると、オーディオ信
号が忠実に再生されない場合がある。たとえば、出力信号は、ステレオパラメータの値を
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復号オーディオ信号に適用することによって生じる音声アーティファクトを含む場合があ
る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書で開示する技法の一実装形態によれば、装置は、符号化済みミッド信号(Encod
ed Mid Signal)と符号化済みステレオパラメータ情報(Encoded Stereo Parameter Inform
ation)とを含むビットストリームを受信するように構成されたレシーバを含む。符号化済
みステレオパラメータ情報は、ステレオパラメータの第1の値およびステレオパラメータ
の第2の値を表す。第1の値は、第1の周波数範囲に関連付けられ、第1の値は、エンコーダ
側窓掛け方式(Encoder-side Windowing Scheme)を使用して決定される。第2の値は、第2
の周波数範囲に関連付けられ、第2の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定され
る。装置はまた、符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号(Decoded Mid Sig
nal)を生成するように構成されたミッド信号デコーダを含む。装置はまた、復号済みミッ
ド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式(Decoder-side Windowing Sche
me)を使用して周波数領域復号済みミッド信号(Frequency-Domain Decoded Mid Signal)を
生成するように構成された変換ユニットを含む。
【０００７】
　装置は、符号化済みステレオパラメータ情報を復号して第1の値および第2の値を決定す
るように構成されたステレオデコーダをさらに含む。装置はまた、第1の値および第2の値
に対して条件付け演算を実行してステレオパラメータの条件付けされた値を生成するよう
に構成されたステレオパラメータコンディショナを含む。条件付けされた値は、第1の周
波数範囲のサブセットまたは第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲に関
連付けられる。装置は、周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実
行して第1の周波数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するように構成さ
れたアップミキサをさらに含む。条件付けされた値は、アップミックス演算の間に周波数
領域復号済みミッド信号に適用される。装置はまた、第1の出力信号および第2の出力信号
を出力するように構成された出力デバイスを含む。第1の出力信号は第1の周波数領域出力
信号に基づき、第2の出力信号は第2の周波数領域出力信号に基づく。
【０００８】
　本明細書で開示する技法の別の実装形態によれば、方法は、符号化済みミッド信号およ
び符号化済みステレオパラメータ情報を含むビットストリームをデコーダにおいて受信す
るステップを含む。符号化済みステレオパラメータ情報は、ステレオパラメータの第1の
値およびステレオパラメータの第2の値を表す。第1の値は、第1の周波数範囲に関連付け
られ、第1の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。第2の値は、第2の周
波数範囲に関連付けられ、第2の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。
この方法はまた、符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するステッ
プを含む。この方法は、復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛
け方式を使用して周波数領域復号済みミッド信号を生成するステップをさらに含む。
【０００９】
　この方法はまた、符号化済みステレオパラメータ情報を復号して第1の値および第2の値
を決定するステップを含む。この方法は、第1の値および第2の値に対して条件付け演算を
実行してステレオパラメータの条件付けされた値を生成するステップをさらに含む。条件
付けされた値は、第1の周波数範囲のサブセットまたは第2の周波数範囲のサブセットであ
る特定の周波数範囲に関連付けられる。この方法はまた、周波数領域復号済みミッド信号
に対してアップミックス演算を実行して第1の周波数領域出力信号および第2の周波数領域
出力信号を生成するステップを含む。条件付けされた値は、アップミックス演算の間に周
波数領域復号済みミッド信号に適用される。この方法はまた、第1の出力信号および第2の
出力信号を出力するステップを含む。第1の出力信号は第1の周波数領域出力信号に基づき
、第2の出力信号は第2の周波数領域出力信号に基づく。
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【００１０】
　本明細書で開示する技法の別の実装形態によれば、コンピュータ可読記憶デバイスは、
デコーダ内のプロセッサによって実行されたときに、プロセッサに符号化済みミッド信号
と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリームを受信することを含む動
作を実行させる命令を記憶する。符号化済みステレオパラメータ情報は、ステレオパラメ
ータの第1の値およびステレオパラメータの第2の値を表す。第1の値は、第1の周波数範囲
に関連付けられ、第1の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。第2の値は
、第2の周波数範囲に関連付けられ、第2の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定
される。これらの動作はまた、符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生
成することを含む。
【００１１】
　これらの動作はまた、復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛
け方式を使用して周波数領域復号済みミッド信号を生成することを含む。これらの動作は
また、符号化済みステレオパラメータ情報を復号して第1の値および第2の値を決定するこ
とを含む。これらの動作はまた、第1の値および第2の値に対して条件付け演算を実行して
ステレオパラメータの条件付けされた値を生成することをさらに含む。条件付けされた値
は、第1の周波数範囲のサブセットまたは第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波
数範囲に関連付けられる。
【００１２】
　これらの動作はまた、周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実
行して第1の周波数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成することを含む。
条件付けされた値は、アップミックス演算の間に周波数領域復号済みミッド信号に適用さ
れる。これらの動作はまた、第1の出力信号および第2の出力信号を出力することを含む。
第1の出力信号は第1の周波数領域出力信号に基づき、第2の出力信号は第2の周波数領域出
力信号に基づく。
【００１３】
　本明細書で開示する技法の別の実装形態によれば、装置は、符号化済みミッド信号と符
号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリームを受信するための手段を含む
。符号化済みステレオパラメータ情報は、ステレオパラメータの第1の値およびステレオ
パラメータの第2の値を表す。第1の値は、第1の周波数範囲に関連付けられ、第1の値は、
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。第2の値は、第2の周波数範囲に関連付け
られ、第2の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。装置はまた、符号化
済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するための手段を含む。
【００１４】
　装置はまた、復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を
使用して周波数領域復号済みミッド信号を生成するための手段を含む。装置はまた、符号
化済みステレオパラメータ情報を復号して第1の値および第2の値を決定するための手段を
含む。装置はまた、第1の値および第2の値に対して条件付け演算を実行してステレオパラ
メータの条件付けされた値を生成するための手段を含む。条件付けされた値は、第1の周
波数範囲のサブセットまたは第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲に関
連付けられる。
【００１５】
　装置はまた、周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第
1の周波数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するための手段を含む。条
件付けされた値は、アップミックス演算の間に周波数領域復号済みミッド信号に適用され
る。装置はまた、第1の出力信号および第2の出力信号を出力するための手段を含む。第1
の出力信号は第1の周波数領域出力信号に基づき、第2の出力信号は第2の周波数領域出力
信号に基づく。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
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【図１】パラメトリックオーディオ復号を実行するように動作可能なデバイスを含むシス
テムの特定の例示的な例のブロック図である。
【図２】図1のシステムによって生成されたパラメータ値の例を示す図である。
【図３】図1のシステムによって生成されたパラメータ値の別の例を示す図である。
【図４】図1のシステムによって生成されたパラメータ値の別の例を示す図である。
【図５】図1のシステムによって生成されたパラメータ値の別の例を示す図である。
【図６】図1のシステムのデコーダの例を示す図である。
【図７】パラメトリックオーディオ復号の特定の方法を示すフローチャートである。
【図８】図1～図7に関して説明する技法を実行するように動作可能であるデバイスの特定
の例示的な例のブロック図である。
【図９】図1～図8に関して説明する技法を実行するように動作可能である基地局の特定の
例示的な例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　パラメトリックオーディオ符号化および復号を実行するように動作可能なシステムおよ
びデバイスを開示する。いくつかの実装形態では、本明細書でさらに説明するように、エ
ンコーダ/デコーダ窓掛け(Encoder/Decoder Windowing)をマルチチャネル信号コーディン
グのためにずらして、復号遅延を短縮することができる。
【００１８】
　デバイスは、複数のオーディオ信号を符号化するように構成されたエンコーダ、複数の
オーディオ信号を復号するように構成されたデコーダ、またはその両方を含む。複数のオ
ーディオ信号は、複数の記録デバイス、たとえば複数のマイクロフォンを使用して、同時
にキャプチャされてもよい。いくつかの例では、複数のオーディオ信号(またはマルチチ
ャネルオーディオ)は、同時にまたは異なる時間に記録された、いくつかのオーディオチ
ャネルを多重化することによって、合成的に(たとえば、人工的に)生成されてもよい。説
明のための例として、オーディオチャネルの同時記録または多重化は、2チャネル構成(す
なわち、ステレオ: 左および右)、5.1チャネル構成(左、右、中央、左サラウンド、右サ
ラウンド、および低周波数強調(LFE:Low Frequency Emphasis)チャネル)、7.1チャネル構
成、7.1+4チャネル構成、22.2チャネル構成、またはNチャネル構成をもたらすことがある
。
【００１９】
　いくつかのシステムでは、エンコーダとデコーダはペアとして動作してもよい。エンコ
ーダは、1つまたは複数の演算を実行してオーディオ信号を符号化してもよく、デコーダ
は、1つまたは複数の演算を(逆の順序で)実行して復号オーディオ出力を生成してもよい
。一例として、エンコーダとデコーダの各々は、変換演算(たとえば、離散フーリエ変換(
DFT)演算)および逆変換演算(たとえば、逆離散フーリエ変換(IDFT)演算)を実行するよう
に構成されてもよい。たとえば、エンコーダは、時間領域からのオーディオ信号を変換領
域に変換し、DFT帯域などの変換領域周波数帯域における1つまたは複数のパラメータ(た
とえば、チャネル間ステレオパラメータ)の値を推定してもよい。エンコーダは、推定さ
れた1つまたは複数のパラメータに基づいて1つまたは複数のオーディオ信号を波形符号化
してもよい。別の例として、デコーダは、1つまたは複数の受信されたパラメータを受信
されたオーディオ信号に適用する前に、受信されたオーディオ信号を時間領域から変換領
域に変換してもよい。
【００２０】
　各変換演算前および各逆変換演算後に、信号(たとえば、オーディオ信号)が「窓掛けさ
れ」窓掛けサンプルが生成される。窓掛けサンプルは、変換演算を実行するために使用さ
れ、窓掛けサンプルは、逆変換演算後にオーバーラップ加算される。本明細書で使用する
、信号に窓を適用することまたは信号を窓掛けすることは、信号の一部をスケーリングし
て信号の時間範囲のサンプルを生成することを含む。信号の一部をスケーリングすること
は、信号のこの部分に窓の形状に対応する値を乗算することを含んでもよい。
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【００２１】
　いくつかの実装形態では、エンコーダおよびデコーダは、異なる窓掛け方式を実施して
もよい。たとえば、エンコーダは、特性の第1のセット(たとえば、パラメータの第1のセ
ット)を有する第1の窓を適用してもよく、デコーダは、特性の第2のセット(たとえば、パ
ラメータの第2のセット)を有する第2の窓を適用してもよい。特性の第1のセットにおける
1つまたは複数の特性は、特性の第2のセットとは異なってもよい。たとえば、特性の第1
のセットは、窓のオーバーラップ部分のサイズまたは窓のオーバーラップ部分の形状に関
して特性の第2のセットと異なってもよい。一例として、第1の窓と第2の窓がずれている
と(たとえば、デコーダの第2の窓のルックアヘッド部分がエンコーダの第1の窓のルック
アヘッド部分よりも短い)、エンコーダ処理とデコーダ処理およびオーバーラップ加算窓
同士が、ぴったりと一致し、同じ時間範囲のサンプルに対応するサンプル上に適用される
システムと比較して遅延が短縮されることがある。
【００２２】
　エンコーダによって使用される窓とデコーダによって使用される窓がずれていると、エ
ンコーダによって与えられるステレオパラメータの値を使用すると、デコーダにおいて得
られるオーディオ品質が低くなることがある。たとえば、第1の周波数範囲に対応するス
テレオパラメータの第1の値が第2の周波数範囲に対応するステレオパラメータの第2の値
に変動すると、エンコーダにおける処理およびオーバーラップ加算窓がデコーダにおいて
使用される処理およびオーバーラップ加算窓と異なる(たとえば、異なるサイズを有する)
ときに聞こえるアーティファクトが生じることがある。
【００２３】
　エンコーダは、周波数範囲を複数の周波数ビンに分割してもよい。周波数ビンのグルー
プが単一の周波数帯域(または範囲)と見なされてもよい。たとえば、第1の周波数範囲(た
とえば、第1の周波数帯域)は周波数ビンのセットを含んでもよい。エンコーダは、ステレ
オパラメータの値を第1の分解能で決定してもよい。たとえば、エンコーダは、周波数帯
域(または範囲)当たりにステレオパラメータの値を決定してもよい。デコーダは、第1の
分解能よりも粗い(またはより細かい)第2の分解能でステレオパラメータの値を適用して
もよい。たとえば、デコーダは、第1の周波数範囲に対応するステレオパラメータの第1の
値(たとえば、第1の帯域値)を周波数ビンのセットの各周波数ビンに適用してもよい。特
により低い周波数(たとえば、1kHz未満)におけるより短い帯域(周波数ビンがより少ない)
では、帯域間でステレオパラメータの値が著しく変動し、アーティファクトが生じること
がある。たとえば、ステレオアップミックス時にステレオパラメータの値を適用すると、
より短いオーバーラップ窓に応じて通過帯域-阻止帯域除去率が不十分になるので周波数
ビン間にスペクトル漏れアーティファクトが生じることがある。
【００２４】
　デコーダは、第1の値(たとえば、帯域値)に対して条件付け演算を実行してアーティフ
ァクトを低減させることによってステレオパラメータの第2の値を生成してもよい。本明
細書で使用する「条件付け演算」には、限定演算、平滑化演算、調整演算、補間演算、補
外演算、ステレオパラメータのそれぞれに異なる値を各帯域にわたって一定の値に設定す
ること、ステレオパラメータのそれぞれに異なる値を各フレームにわたって一定の値に設
定すること、ステレオパラメータのそれぞれに異なる値をゼロ(または比較的小さい値)に
設定すること、またはそれらの組合せを含めてもよい。デコーダは、少なくとも1つのビ
ンに適用されるステレオパラメータの値をある帯域値からその帯域値と隣接する帯域値と
の間のビン値に変更してもよい。一例として、デコーダは、ビットストリームが第1の周
波数範囲(たとえば、200ヘルツ(Hz)～400Hz)に対応するステレオパラメータの第1の帯域
値(たとえば、-10デシベル(dB))を示すと判定してもよい。デコーダは、ビットストリー
ムが第2の周波数範囲(たとえば、400Hz～600Hz)に対応するステレオパラメータの第2の帯
域値(たとえば、5dB)を示すと判定してもよい。第1の周波数範囲は、第1の周波数ビン(た
とえば、200Hz～300Hz)と第2の周波数ビン(たとえば、300Hz～400Hz)とを含んでもよい。
デコーダは、第1の帯域値および第2の帯域値(たとえば、5dB)に基づいて、第2の周波数ビ
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ンに適用される値を第1の帯域値(たとえば、-10dB)から修正された第1のビン値(たとえば
、-5dB)に変更してもよい(または条件付けてもよい)。たとえば、デコーダは、第1の帯域
値および第2の帯域値に推定関数を適用することによって第1のビン値を決定してもよい。
別の例では、デコーダは、第1の周波数範囲から第2の周波数範囲へのパラメータ変動の程
度に基づいて、第1の帯域、第2の帯域、またはその両方内の選択周波数ビンに対応するス
テレオパラメータの値を条件付けてもよい。たとえば、デコーダは、第1の帯域値と第2の
帯域値との差に基づいて、第1の帯域の特定の周波数ビン、第2の帯域の特定の周波数ビン
、またはその両方に対応するステレオパラメータの値を条件付けてもよい。別の実装形態
では、デコーダは、前のフレームの第1の帯域内の特定の
周波数ビン値および第2の帯域内の特定の周波数ビン値に基づいてステレオパラメータの
値を条件付けてもよい。
【００２５】
　同様に、第2の周波数範囲(たとえば、400Hz～600Hz)は、第1の特定の周波数ビン(たと
えば、400Hz～500Hz)と第2の特定の周波数ビン(たとえば、500Hz～600Hz)とを含んでもよ
い。デコーダは、第1の帯域値(たとえば、-10dB)および第2の帯域値に基づいて、第1の特
定の周波数ビンに適用される値を第2の帯域値(たとえば、5dB)から第2のビン値(たとえば
、0dB)に変更してもよい(または条件付けてもよい)。
【００２６】
　デコーダは、少なくとも部分的にステレオパラメータの第2の値に基づいて第1の出力信
号および第2の出力信号を生成してもよい。連続する周波数範囲に対応する第2の値間の差
が(第1の値と比較して)小さくなり、したがって、知覚しにくくなる場合がある。たとえ
ば、第1のビン値(たとえば、-5dB)と第2のビン値(たとえば、0dB)との差は、第1の帯域値
(たとえば、-10dB)から第2の帯域値(たとえば、5dB)までの差と比較して、第1の周波数範
囲と第2の周波数範囲の境界(たとえば、400Hz)においてより知覚しにくくなる場合がある
。デコーダは、第1の出力信号を第1のスピーカにおよび第2の出力信号を第2のスピーカに
提供してもよい。
【００２７】
　本明細書で言及する「生成すること」、「算出すること」、「使用すること」、「選択
すること」、「アクセスすること」、および「決定すること」は、互換的に使用されても
よい。たとえば、パラメータ(または信号)を「生成すること」、「算出すること」、もし
くは「決定すること」は、パラメータ(または信号)を能動的に生成すること、算出するこ
と、もしくは決定することを指すか、または別の構成要素もしくはデバイスなどによって
、すでに生成されたパラメータ(または信号)を使用すること、選択すること、もしくはア
クセスすることを指す場合がある。
【００２８】
　図1を参照すると、システムの特定の説明のための例が開示され、全体的に100と指定さ
れている。システム100は、ネットワーク120を介して第2のデバイス106に通信可能に結合
された第1のデバイス104を含む。ネットワーク120は、1つまたは複数のワイヤレスネット
ワーク、1つまたは複数のワイヤードネットワーク、またはそれらの組合せを含んでもよ
い。
【００２９】
　第1のデバイス104は、エンコーダ114、トランスミッタ110、1つまたは複数の入力イン
ターフェース112、またはそれらの組合せを含む。入力インターフェース112の第1の入力
インターフェースが第1のマイクロフォン146に結合される。入力インターフェース112の
第2の入力インターフェースが第2のマイクロフォン148に結合される。エンコーダ114は、
本明細書で説明するように、複数のオーディオ信号およびステレオパラメータ値をダウン
ミックスして符号化するように構成される。
【００３０】
　動作の間、第1のデバイス104は、第1のマイクロフォン146から第1の入力インターフェ
ースを介して第1のオーディオ信号130を受信することがあり、第2のマイクロフォン148か
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ら第2の入力インターフェースを介して第2のオーディオ信号132を受信することがある。
第1のオーディオ信号130は、右側チャネル信号または左側チャネル信号のうちの一方に対
応してもよい。第2のオーディオ信号132は、右側チャネル信号または左側チャネル信号の
うちの他方に対応してもよい。
【００３１】
　エンコーダ114は、オーディオ信号の少なくとも一部に(第1の窓パラメータに基づく)第
1の窓を適用して窓掛けサンプルを生成してもよい。窓掛けサンプルは時間領域において
生成されてもよい。エンコーダ114(たとえば、周波数領域ステレオコーダ)は、窓掛けサ
ンプル(たとえば、第1のオーディオ信号130および第2のオーディオ信号132)などの1つま
たは複数の時間領域信号を周波数領域信号に変換してもよい。周波数領域信号は、ステレ
オパラメータの値を推定するために使用されてもよい。たとえば、エンコーダ114は、ス
テレオパラメータのステレオパラメータ値151、155を推定し、ステレオパラメータ値151
、155を符号化済みステレオパラメータ情報158として符号化してもよい。ステレオパラメ
ータは、左側チャネルおよび右側チャネルと関連付けられる空間特性のレンダリングを可
能にしてもよい。1つのステレオパラメータに対応するステレオパラメータ値151、155の
推定について説明するが、エンコーダ114が複数のステレオパラメータに対応するステレ
オパラメータ値を決定してもよいことを理解されたい。たとえば、エンコーダ114は、第1
のステレオパラメータに対応する第1のステレオパラメータ値、第2のステレオパラメータ
に対応する第2のステレオパラメータ値などを決定してもよい。いくつかの実装形態によ
れば、ステレオパラメータは、例示的な、非限定的な例として、チャネル間強度差(IID)
パラメータ、チャネル間レベル差(ILD)パラメータ、チャネル間時間差(ITD)パラメータ、
チャネル間位相差(IPD)パラメータ、チャネル間相関(ICC)パラメータ、非因果的シフトパ
ラメータ、スペクトル傾斜パラメータ、チャネル間有声化パラメータ、チャネル間ピッチ
パラメータ、チャネル間利得パラメータなどを含む。
【００３２】
　ステレオパラメータ値151、155は、第1の周波数範囲152(たとえば、200Hz～400Hz)に対
応する第1のパラメータ値151と、第2の周波数範囲156(たとえば、400Hz～800Hz)に対応す
る第2のパラメータ値155とを含む。特定の態様では、第1の周波数範囲152は、複数の周波
数ビンを含む周波数帯域に対応してもよい。各周波数ビンは、ある周波数範囲の特定の分
解能または長さ(たとえば、50Hzまたは40Hz)に対応してもよい。特定の態様では、周波数
範囲は、非一様なサイズの周波数ビンを含んでもよい。たとえば、ある周波数範囲の第1
の周波数ビンは、その周波数範囲の第2の周波数ビンの第2の長さとは異なる第1の長さを
有してもよい。ある周波数範囲(たとえば、400Hz～600Hz)のある長さ(たとえば、200Hz)
は、その周波数範囲(たとえば、600Hz～400Hz)における最高周波数値と最低周波数値との
差に対応してもよい。ある周波数ビンのある長さは、その周波数ビンを含む周波数範囲の
サイズ以下であってもよい。周波数ビンおよび周波数範囲構造は、心理音響学に基づいて
もよく、それによって、各周波数ビンおよび周波数範囲は可変周波数分解能に対応する。
一般に、低周波数帯域は高周波数帯域よりも分解能が高い。
【００３３】
　特定の態様では、エンコーダ114は、第1の周波数範囲152の各周波数ビンに対応するパ
ラメータ値(たとえば、IPD値、ILD値、または利得値)を決定してもよい。一例として、エ
ンコーダ114は、第1の周波数範囲152の1つまたは複数の周波数ビンのパラメータ値に基づ
いて第1のパラメータ値151を決定してもよい。たとえば、第1のパラメータ値151は、1つ
または複数の周波数ビンのパラメータ値の加重平均に対応してもよい。エンコーダ114は
同様に、第2の周波数範囲156の1つまたは複数の周波数ビンのパラメータ値に基づいて第2
のパラメータ値155を決定してもよい。第1の周波数範囲152は、第2の周波数範囲156と同
じサイズを有してもよく、または異なるサイズを有してもよい。たとえば、第1の周波数
範囲152は、第1の数の周波数ビンを含んでもよく、第2の周波数範囲156は、第1の数と同
じであるかまたは異なる第2の数の周波数ビンを含んでもよい。
【００３４】
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　エンコーダ114は、ミッド信号を符号化して符号化済みミッド信号102を生成する。エン
コーダ114は、サイド信号(Side Signal)を符号化して符号化済みサイド信号(Encoded Sid
e Signal)103を生成する。説明の目的で、別段に記載されていない限り、第1のオーディ
オ信号130は左チャネル信号(lまたはL)であり、第2のオーディオ信号132は右チャネル信
号(rまたはR)であると仮定される。第1のオーディオ信号130の周波数領域表現はLfr(b)と
して示されてもよく、第2のオーディオ信号132の周波数領域表現はRfr(b)として示されて
もよく、bは周波数領域表現のバンドを表す。一実装形態によれば、第1のオーディオ信号
130および第2のオーディオ信号132の周波数領域表現から周波数領域においてサイド信号(
たとえば、サイドバンド信号Sfr(b))が生成されてもよい。たとえば、サイド信号103(た
とえば、サイドバンド信号Sfr(b))は(Lfr(b)-Rfr(b))/2として表される場合がある。サイ
ド信号(たとえば、サイドバンド信号Sfr(b))は、サイドバンドビットストリームを生成す
るためにサイドバンドエンコーダに提供されてもよい。一実装形態によれば、ミッド信号
(たとえば、ミッドバンド信号m(t))が時間領域において生成され、周波数領域に変換され
てもよい。たとえば、ミッド信号(たとえば、ミッドバンド信号m(t))は(l(t)+r(t))/2と
して表される場合がある。時間領域/周波数領域ミッドバンド信号(たとえば、ミッド信号
)は、符号化済みミッド信号102を生成するためにミッドバンドエンコーダに提供されても
よい。
【００３５】
　サイドバンド信号Sfr(b)およびミッドバンド信号m(t)またはMfr(b)は、複数の技法を使
用して符号化されてもよい。一実装形態によれば、時間領域ミッドバンド信号m(t)は、上
位バンドコーディングの場合は帯域幅拡張を伴って、代数符号励振線形予測(ACELP:Algeb
raic Code-Excited Linear Prediction)などの時間領域技法を使用して符号化されてもよ
い。サイドバンドコーディングの前に、(コーディングされたか、またはコーディングさ
れていない)ミッドバンド信号m(t)が、ミッドバンド信号Mfr(b)を生成するために周波数
領域(たとえば、変換領域)に変換されてもよい。ビットストリーム101は、符号化済みミ
ッド信号102と、符号化済みサイド信号103と、符号化済みステレオパラメータ情報158と
を含む。トランスミッタ110は、ビットストリーム101をネットワーク120を介して第2のデ
バイス106に送信する。
【００３６】
　第2のデバイス106は、レシーバ111とメモリ153とに結合されたデコーダ118を含む。デ
コーダ118は、ミッド信号デコーダ604と、変換ユニット606と、アップミキサ610と、サイ
ド信号デコーダ612と、変換ユニット614と、ステレオデコーダ616と、ステレオパラメー
タコンディショナ618と、逆変換ユニット622と、逆変換ユニット624とを含む。デコーダ1
18は、少なくとも1つの条件付けされたパラメータ値に基づいて複数のチャネルをアップ
ミックスしレンダリングするように構成される。第2のデバイス106は、第1のラウドスピ
ーカ142、第2のラウドスピーカ144、またはその両方に結合されてもよい。第2のデバイス
106はまた、分析データを記憶するように構成されたメモリ153を含んでもよい。
【００３７】
　第2のデバイス106のレシーバ111はビットストリーム101を受信してもよい。ミッド信号
デコーダは、符号化済みミッド信号102を復号して、図6の復号済みミッド信号630(たとえ
ば、ミッドバンド信号(mCODED(t)))などの復号済みミッド信号を生成するように構成され
る。変換ユニット606は、復号済みミッド信号に対して変換演算を実行して、図6の周波数
領域復号済みミッド信号(MCODED(b))632などの周波数領域復号済みミッド信号を生成する
ように構成される。変換ユニット606は、復号済みミッド信号に第2の窓(たとえば、第2の
窓パラメータに基づく解析窓)を適用して窓掛けサンプルを生成してもよい。窓掛けサン
プルは時間領域において生成されてもよい。サイド信号デコーダ612は、符号化済みサイ
ド信号103を復号して、図6の復号済みサイド信号634などの復号済みサイド信号を生成す
るように構成される。変換ユニット614は、復号済みサイド信号に対して変換演算を実行
して、図6の周波数領域復号済みサイド信号636などの周波数領域復号済みサイド信号(Fre
quency-domain Decoded Side Signal)を生成するように構成される。変換ユニット614は
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、復号済みサイド信号に第2の窓(たとえば、第2の窓パラメータに基づく解析窓)を適用し
て窓掛けサンプルを生成してもよい。窓掛けサンプルは時間領域において生成されてもよ
い。
【００３８】
　ステレオパラメータデコーダ616は、符号化済みステレオパラメータ情報158を復号して
、ステレオパラメータの第1の値151、ステレオパラメータの第2の値155、および追加的な
ステレオパラメータ値158を決定するように構成される。第1の値151は、第1の周波数範囲
152に関連付けられ、第1の値151は、第1のオーバーラップサイズを有する第1の窓を使用
するエンコーダ114のエンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。第2の値155は、第2
の周波数範囲156に関連付けられ、第2の値155も、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決
定される。さらに、ステレオデコーダ638は、符号化済みステレオパラメータ情報158を復
号したことに応答して、ビットストリーム101として符号化された各ステレオパラメータ
の追加的なステレオパラメータ値を決定してもよい。
【００３９】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の値151および第2の値155に対して条件
付け演算を実行してステレオパラメータの条件付けされた値640を生成するように構成さ
れる。条件付けされた値640は、第1の周波数範囲152のサブセットまたは第2の周波数範囲
156のサブセットである特定の周波数範囲170に関連付けられてもよい。非限定的な例とし
て、ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の値151および第2の値155に推定関数
を適用してもよい。推定関数は、平均化関数、調整関数、またはカーブフィッティング関
数を含んでもよい。他の実装形態では、ステレオパラメータコンディショナ618は、値151
、155に対して他の条件付け演算を実行して条件付けされた値640を生成するように構成さ
れてもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、限定演算、平滑化演
算、調整演算、補外演算、値151、155を各帯域にわたって一定の値に設定することを含む
演算、値151、155を各フレームにわたって一定の値に設定することを含む演算、値151、1
55をゼロ(または比較的小さい値)に設定することを含む演算、またはそれらの組合せを実
行してもよい。特定の周波数範囲170が第1の周波数範囲152のサブセットである場合、条
件付けされた値640は第1の値151とは異なる。特定の周波数範囲170が第2の周波数範囲156
のサブセットである場合、条件付けされた値640は第2の値155とは異なる。ステレオパラ
メータコンディショナ618はまた、条件付け演算に基づいてステレオパラメータの1つまた
は複数の追加的な条件付きの値(図示せず)を生成するように構成されてもよい。1つまた
は複数の追加的な条件付きの値における各々の条件付きの値は、第1の周波数範囲152のサ
ブセットまたは第2の周波数範囲156のサブセットである対応する周波数範囲に関連付けら
れる。
【００４０】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、オーバーラップ窓サイズ、コーディングビ
ットレート、1つまたは複数のステレオパラメータの値の差異、またはそれらの組合せに
基づいて、推定関数を適用すべきであるかどうかを決定してもよい。たとえば、ビットス
トリーム101は、1つまたは複数のステレオパラメータのステレオパラメータ値を示しても
よい。ステレオパラメータコンディショナ618は、オーバーラップ窓サイズがしきい値窓
サイズを満たさない(たとえば、しきい値窓サイズ未満である)こと、コーディングビット
レートがしきい値コーディングビットレートを満たす(たとえば、しきい値コーディング
ビットレート以上である)こと、ステレオパラメータの値の差異が差異しきい値を満たす
こと、またはそれらの組合せを決定したことに応答して、1つまたは複数のステレオパラ
メータのサブセットのステレオパラメータ値に推定関数を適用すべきであると決定しても
よい。特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、様々なパラメータに
基づいて推定関数に関連する1つまたは複数のしきい値を決定してもよい。1つまたは複数
のしきい値は、しきい値窓サイズ、しきい値コーディングビットレート、差異しきい値、
またはそれらの組合せを含んでもよい。様々なパラメータは、コーディングビットレート
、DFT窓特性、ステレオパラメータ値、基本的なミッド信号特性、またはそれらの組合せ



(13) JP 6987856 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

を含んでもよい。
【００４１】
　特定の態様では、第1のステレオパラメータのステレオパラメータ値158に適用される推
定関数は、第2のステレオパラメータの第2のステレオパラメータ値に基づいてもよい。た
とえば、ビットストリーム101は、第1のステレオパラメータ(たとえば、ILD)のステレオ
パラメータ値158、第2のステレオパラメータ(たとえば、IPD)の特定のパラメータ値、ま
たはそれらの組合せを含んでもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレ
オパラメータ値158、第2のステレオパラメータの特定のパラメータ値、またはそれらの組
合せに基づいて、ステレオパラメータ値158に推定関数を適用すべきであるかどうかを決
定してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメー
タ値158の第1の差異、特定のパラメータ値の第2の差異、またはその両方を決定してもよ
い。ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の差異が第1の差異しきい値(たとえば
、最大差異しきい値)を満たす(たとえば、第1の差異しきい値よりも大きい)ことと、第2
の差異が差異しきい値(たとえば、中差異しきい値)を満たす(たとえば、差異しきい値よ
りも大きい)こととを決定したことに応答して、ステレオパラメータ値158、特定のパラメ
ータ値、またはそれらの組合せに推定関数を適用すべきであると決定してもよい。特定の
実装形態では、ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の差異が第1の差異しきい
値(たとえば、非常に小さい差異しきい値)を満たす(たとえば、第1の差異しきい値よりも
小さい)ことと、第2の差異が第2の差異しきい値(たとえば、中差異しきい値)を満たす(た
とえば、第2の差異しきい値よりも大きい)こととを決定したことに応答して、第1のステ
レオパラメータ(たとえば、ILD)のステレオパラメータ値158、第2のステレオパラメータ(
たとえば、IPD)の特定のパラメータ値、またはそれらの組合せに推定関数を適用すべきで
はないと決定してもよい。デコーダ118は、第1の差異しきい値、第2の差異しきい値、ま
たはその両方を、アーティファクトを低減させる(たとえば、最小限に抑える)ように適応
的に設定してもよい。
【００４２】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、さらに図2～図5を参照しながら説明したよ
うにステレオパラメータ値158に基づいて第2のステレオパラメータ値159を生成してもよ
い。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158のう
ちの1つまたは複数に推定関数(たとえば、平均化関数、調整関数、カーブフィッティング
関数)を適用することによって、1つまたは複数の条件付けされた値(たとえば、条件付け
されたパラメータ値)を含む第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。ステレオ
パラメータ値158は、第1の周波数範囲152(たとえば、200Hz～400Hz)に対応する第1のパラ
メータ値151、第2の周波数範囲156(たとえば、400Hz～600Hz)に対応する第2のパラメータ
値155、またはその両方を含んでもよい。
【００４３】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数範囲のセットに対応する1つまたは複
数の条件付けされたパラメータ値を決定してもよい。周波数範囲のセットは、第1の周波
数範囲152の1つまたは複数のサブセット、第2の周波数範囲156の1つまたは複数のサブセ
ット、またはそれらの組合せを含んでもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディシ
ョナ618は、少なくとも第1のパラメータ値151および第2のパラメータ値155に基づいて、
条件付けされたパラメータ値640のうちの1つの条件付けされたパラメータ値640を決定し
てもよい。第1のパラメータ値151および第2のパラメータ値155は、現在のフレーム(もし
くはサブフレーム)または前のフレーム(もしくはサブフレーム)からの値に対応してもよ
い。条件付けされたパラメータ値640は、少なくとも第1の周波数範囲152または第2の周波
数範囲156のサブセット(たとえば、サブレンジ)である周波数範囲170に対応してもよい。
たとえば、周波数範囲170の一部は、第1の周波数範囲152のサブセットに対応してもよく
、周波数範囲170の残りの部分は、第2の周波数範囲156のサブセットに対応してもよい。
【００４４】
　周波数範囲のセットは、条件付けされたパラメータ値640に対応する周波数範囲170を含
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んでもよい。本明細書で言及する「条件付けされたパラメータ値」は、ビットストリーム
101において示されるような特定の周波数範囲に対応するパラメータ値とは異なる特定の
周波数範囲に関してデコーダによって使用されるかまたは決定されるパラメータ値を指す
。
【００４５】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、推定関数を使用して、第2のステレオパラメ
ータ値159を生成するようにステレオパラメータ値158を局所的にまたは全体的に調整して
もよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の周波数範囲152の第1
のパラメータ値151および隣接する周波数範囲のパラメータ値を修正することに基づいて
第1の周波数範囲152(たとえば、周波数帯域)のサブセット(たとえば、周波数サブレンジ
または周波数ビン)である周波数範囲170の条件付けされたパラメータ値640を決定するこ
とによって、ステレオパラメータ値158を局所的に調整してもよい。したがって、局所的
な修正によって、200Hz～400Hzの周波数の第1の帯域および400Hz～600Hzの周波数の第2の
帯域などの、直接隣り合う2つの周波数範囲にわたるパラメータ値を調整(たとえば、平滑
化)してもよい。この例では、周波数範囲170(たとえば、周波数サブレンジまたは周波数
ビン)の条件付けされたパラメータ値640は、1つまたは複数の他の(たとえば、非隣接)周
波数範囲のパラメータ値とは無関係であってもよい。一例として、ステレオパラメータ値
158の少なくとも1つの値は、第1の周波数範囲152に隣接しない1つまたは複数の周波数範
囲に対応してもよい。条件付けされたパラメータ値640は、少なくとも1つの値とは無関係
であってもよい。本明細書で言及する、周波数サブレンジの「非隣接周波数範囲」は、周
波数サブレンジを含む特定の周波数範囲と直接隣り合っていない周波数範囲である。
【００４６】
　特定の実装形態では、周波数範囲170の一部は、第1の周波数範囲152のサブセットであ
ってもよく、周波数範囲170の別の部分は第2の周波数範囲156のサブセットであってもよ
い。たとえば、周波数範囲170の第1の部分は、第1の周波数範囲152の第1のサブセットに
対応してもよく、周波数範囲170の残りの部分は、第2の周波数範囲156の第2のサブセット
に対応してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の周波数範囲152の1つ
または複数のパラメータ値(たとえば、第1のパラメータ値151)および第2の周波数範囲156
の1つまたは複数のパラメータ値(たとえば、第2のパラメータ値155)に基づいて周波数範
囲170の条件付けされたパラメータ値640を決定することによって、ステレオパラメータ値
158を局所的に調整してもよい。条件付けされたパラメータ値640は、第1の周波数範囲152
および第2の周波数範囲156以外の周波数範囲に対応するパラメータ値とは無関係であって
もよい。
【００４７】
　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158
のうちのいくつかまたはすべてをカーブフィッティングすることによってステレオパラメ
ータ値158を全体的に調整してもよい。周波数範囲170(たとえば、周波数サブレンジまた
は周波数ビン)の条件付けされたパラメータ値640は、1つまたは複数の非隣接周波数範囲
のパラメータ値、周波数範囲170よりも低い隣接する周波数範囲のパラメータ値、または
それらの組合せに依存してもよい。
【００４８】
　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158
を、各周波数帯域にわたる特定の(たとえば、固定された、一定の、または所定の)値に設
定することによって調整してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618
は、第1の周波数範囲152の各周波数ビンおよび第2の周波数範囲156の各周波数ビンについ
て同じ値(たとえば、特定の値)を有する第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい
。この特定の値は、ステレオパラメータ値158、エネルギー、ティルト、スペクトル変動
、オーバーラップ窓長さなどの基本的な信号特性、またはそれらの組合せに基づいてもよ
い。
【００４９】
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　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、基本的な信号特性(たとえ
ば、ミッドバンドエネルギー、電力、ティルトなど)に基づいてステレオパラメータ値158
を調整することによって第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。いくつかの状
況では、ステレオパラメータコンディショナ618は、基本的な信号特性を使用して、ステ
レオパラメータ値158(またはステレオパラメータ値158のサブセット)を調整すべきかどう
かを決定してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、1つまたは複
数の基本的な信号特性(たとえば、ミッドバンドエネルギー、電力、ティルト、またはそ
れらの組合せ)が第1の周波数範囲152(たとえば、200Hz～400Hz)と第2の周波数範囲156(た
とえば、400Hz～600Hz)のおおよその境界(たとえば、400Hz)におけるしきい値を満たす(
たとえば、しきい値よりも大きい、しきい値未満である、またはしきい値に等しい)と判
定したことに応答して、第1の周波数範囲の第1のサブセットおよび第2の周波数範囲の第2
のサブセットに対応するステレオパラメータ値158を調整しなくてもよい。この例では、
第1の周波数範囲の第1のサブセットおよび第2の周波数範囲の第2のサブセットは境界に近
接してもよい。ミッド信号エネルギーがエネルギーしきい値を満たすとき、ミッド信号エ
ネルギーは、第1の周波数範囲152に対応する第1のパラメータ値151と第2の周波数範囲156
に対応する第2のパラメータ値155との間の境界における差の知覚可能性を低減させること
がある。この例では、ステレオパラメータ値159は、周波数範囲に対応する非調整パラメ
ータ値を示してもよい。たとえば、第2のステレオパラメータ値159は、第1のパラメータ
値151(たとえば、非調整パラメータ値)が第1の周波数範囲152の第1のサブセットに対応す
ること、第2のパラメータ値155が第2の周波数範囲156の第2のサブセットに対応すること
、またはその両方を示してもよい。
【００５０】
　一実装形態によれば、ステレオパラメータコンディショナ618は、特定のステレオパラ
メータの差異がしきい値を満たす(たとえば、超えている)かどうかを決定してもよい。特
定のステレオパラメータの差異がしきい値を満たす場合、ステレオパラメータコンディシ
ョナ618は異なるステレオパラメータを調整する。非限定的な例として、ステレオパラメ
ータコンディショナ618は、ITDの値(たとえば、第1のステレオパラメータ)の差異がしき
い値を満たすかどうかを決定してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、ITD
の値の差異がしきい値を満たすと判定した場合、IPDに関連する値(たとえば、第2のステ
レオパラメータ)を調整する(たとえば、条件付ける)。アップミキサ610は、周波数領域復
号済みミッド信号(および場合によっては周波数領域復号済みサイド信号)に対してアップ
ミックス演算を実行して第1の周波数領域出力信号(たとえば、図6に示されている第1の周
波数領域出力信号642)および第2の周波数領域出力信号(たとえば、図6に示されている第2
の周波数領域出力信号644)を生成するように構成される。アップミックス演算の間、アッ
プミキサ610は、周波数領域復号済みミッド信号(および場合によっては周波数領域復号済
みサイド信号)にステレオパラメータ値158を適用してもよい。さらに、アップミックス演
算の間、ステレオプロセッサ630は、周波数領域復号済みミッド信号(および場合によって
は周波数領域復号済みサイド信号)にステレオパラメータ値(条件付けされた値640を含む)
を適用してもよい。条件付けされた値640は、第1のオーバーラップサイズよりも小さい第
2のオーバーラップサイズを有する第2の窓を使用するデコーダ側窓掛け方式を使用して適
用されてもよい。デコーダ側窓掛け方式に関連する第2のオーバーラップサイズは、エン
コーダ側窓掛け方式に関連する第1のオーバーラップサイズとは異なる。たとえば、第2の
オーバーラップサイズは第1のオーバーラップサイズよりも小さい。さらに、エンコーダ1
14においてエンコーダ側窓掛け方式に関連して第1のゼロパディング演算が実行されても
よく、デコーダ118においてデコーダ側窓掛け方式に関連して(第1のゼロパディング演算
とは異なる)第2のゼロパディング演算が実行されてもよい。
【００５１】
　逆変換ユニット622は、第1の周波数領域出力信号に対して逆変換演算を実行して第1の
出力信号126を生成するように構成される。第2の逆変換ユニット624は、第2の周波数領域
出力信号に対して逆変換演算を実行して第2の出力信号128を生成するように構成される。
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第2のデバイス106は、第1のラウドスピーカ142を介して第1の出力信号126を出力してもよ
い。第2のデバイス106は、第2のラウドスピーカ144を介して第2の出力信号128を出力して
もよい。代替例では、第1の出力信号126および第2の出力信号128は、ステレオ信号ペアと
して単一の出力ラウドスピーカに送信される場合がある。
【００５２】
　第1のデバイス104および第2のデバイス106は別々のデバイスとして説明してきたが、他
の実装形態では、第1のデバイス104は第2のデバイス106に関して説明した1つまたは複数
の構成要素を含んでもよい。追加または代替として、第2のデバイス106は、第1のデバイ
ス104に関して説明した1つまたは複数の構成要素を含んでもよい。たとえば、単一のデバ
イスは、エンコーダ114、デコーダ118、トランスミッタ110、レシーバ111、1つもしくは
複数の入力インターフェース112、メモリ153、またはそれらの組合せを含んでもよい。メ
モリ153は、分析データを記憶する。分析データは、ステレオパラメータ値158、第2のス
テレオパラメータ値159、エンコーダ114によって適用される第1の窓を定義する第1の窓パ
ラメータ、デコーダ118によって適用される第2の窓を定義する第2の窓パラメータ、また
はそれらの組合せを含んでもよい。
【００５３】
　システム100は、デコーダ118が、受信されたビットストリーム101において示されるス
テレオパラメータ値158に基づいて第2のステレオパラメータ値159を生成するのを可能に
してもよい。第2のステレオパラメータ値159は、1つまたは複数の条件付けされたパラメ
ータ値を含んでもよい。連続する周波数範囲に対応する第2のステレオパラメータ値159の
少なくともいくつかは、値間の差異が、同じ周波数範囲に対応するステレオパラメータ値
158の値と比較してより小さいかまたは等しくてもよい。連続する周波数範囲に対応する
第2のステレオパラメータ値159の値の変化が小さくなる(または差異が小さくなる)と、知
覚可能なアーティファクトがより少ない出力信号(たとえば、第1の出力信号126および第2
の出力信号128)が得られ、それによって、出力信号のオーディオ品質が向上することがあ
る。
【００５４】
　図2～図5は、パラメータ値158に推定関数を適用することによって生成される第2のステ
レオパラメータ値159の様々な非限定的な例を示す。図2は、ステレオパラメータ値158に
調整関数を適用することによって生成される第2のステレオパラメータ値159の一例を示す
。図3は、ステレオパラメータ値158にカーブフィッティング関数を適用することによって
生成される第2のステレオパラメータ値159の一例を示す。図4は、ステレオパラメータ値1
58に線形調整関数を適用することによって生成される第2のステレオパラメータ値159の一
例を示す。図5は、ステレオパラメータ値158に区分的線形調整関数を適用することによっ
て生成される第2のステレオパラメータ値159の一例を示す。
【００５５】
　図2を参照すると、ステレオパラメータ値158の一例および第2のステレオパラメータ値1
59の一例が示されている。ステレオパラメータ値158は、周波数帯域0に対応するパラメー
タ値202と、周波数帯域1に対応するパラメータ値204と、周波数帯域2に対応するパラメー
タ値206と、周波数帯域3に対応するパラメータ値208とを含む。周波数帯域0～2のうちの1
つは第1の周波数範囲152に対応してもよく、隣接する周波数帯域は第2の周波数範囲156に
対応してもよい。周波数帯域0は、周波数帯域インデックスが0である周波数帯域に対応し
てもよい。連続する周波数帯域は、連続する周波数帯域インデックスを有してもよい。
【００５６】
　周波数帯域0～3の各々は、1つまたは複数の周波数ビンを含んでもよい。たとえば、周
波数帯域0は単一の周波数ビン(たとえば、周波数ビン0)を含み、周波数帯域1は周波数ビ
ン1および周波数ビン2を含み、周波数帯域2は周波数ビン3～6を含み、周波数帯域3は周波
数ビン7～14を含む。周波数ビン0は、周波数ビンインデックスが0である周波数ビンに対
応してもよい。連続する周波数ビンは、連続する周波数ビンインデックスを有してもよい
。
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【００５７】
　図1のステレオパラメータコンディショナ618は、帯域間遷移に対応するステレオパラメ
ータ値158のうちの少なくともいくつかを修正することによって第2のステレオパラメータ
値159を生成してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、線形調整
、区分的線形調整、または非線形調整を実行してもよい。
【００５８】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158に対応する1つま
たは複数の周波数帯域境界に関して調整を実行すべきかどうかを決定してもよい。たとえ
ば、ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域0と周波数帯域1との間の境界
に関して調整を実行すべきであり、かつ周波数帯域1と周波数帯域2との間の境界に関して
調整を実行すべきであると決定することがある。ステレオパラメータコンディショナ618
は、周波数帯域2と周波数帯域3との間の境界に関して調整を実行すべきではないと決定す
ることもある。特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、パラメータ
値204とパラメータ値206との差がパラメータ値差しきい値を満たすと判定したことに応答
して第1の周波数範囲152と第2の周波数範囲156との間の境界に関して調整を実行すべきで
あると決定する。
【００５９】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域0と周波数帯域1との間の境界に
関して調整を実行すべきであると決定したことに応答して、周波数帯域0のパラメータ値2
02と周波数帯域1のパラメータ値204との間の周波数ビン1に対応するパラメータ値210(た
とえば、条件付けされたパラメータ値)を決定してもよい。第2のステレオパラメータ値15
9は、周波数ビン0に対応するパラメータ値202、周波数ビン1に対応するパラメータ値210
、および周波数ビン2に対応するパラメータ値204を含んでもよい。パラメータ値202とパ
ラメータ値210との差は、パラメータ値202とパラメータ値204との差よりも小さく、それ
によって、図1のデコーダ118によって生成される出力信号における周波数帯域0と周波数
帯域1の境界の所のアーティファクトが少なくなる。
【００６０】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域1と周波数帯域2との間の境界に
関して調整を実行すべきであると決定したことに応答して、周波数ビン2に対応するパラ
メータ値204と周波数帯域2に対応するパラメータ値206との間の1つまたは複数の条件付け
されたパラメータ値を決定してもよい。1つまたは複数の条件付けされたパラメータ値は
、周波数ビン3～5に対応してもよい。たとえば、1つまたは複数の条件付けされたパラメ
ータ値は、周波数ビン4に対応するパラメータ値212(たとえば、条件付けされたパラメー
タ値)を含んでもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、パラメータ値206が周
波数ビン6に対応すると判定してもよい。
【００６１】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域2と周波数帯域3との間の境界に
関して調整を実行すべきではないと決定したことに応答して、第2のステレオパラメータ
値159を、周波数帯域3の各周波数ビンに対応するパラメータ値206を含むように更新して
もよい。
【００６２】
　したがって、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158の2
つ以上のパラメータ値を調整して第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。いく
つかの周波数帯域境界にわたってパラメータ値を調整すると、図1のデコーダ118によって
生成される出力信号におけるアーティファクトが低減することがある。
【００６３】
　図3を参照すると、ステレオパラメータ値158の一例および第2のステレオパラメータ値1
59の一例が示されている。ステレオパラメータ値158は、周波数帯域0に対応するパラメー
タ値302と、周波数帯域1に対応するパラメータ値304と、周波数帯域2に対応するパラメー
タ値306と、周波数帯域3に対応するパラメータ値308とを含む。
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【００６４】
　図1のステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158の少なくと
もいくつかをカーブフィッティングすることによって第2のステレオパラメータ値159を生
成してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメー
タ値158の非局所的調整を実行して第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。一
例として、周波数ビンに対応する第2のステレオパラメータ値159のパラメータ値は、1つ
または複数の非隣接周波数帯域に対応するステレオパラメータ値158のパラメータ値に基
づいて決定されてもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数
帯域0のパラメータ値302、周波数帯域2のパラメータ値306、周波数帯域3のパラメータ値3
08、またはそれらの組合せに基づいて周波数帯域1内の周波数ビン2のパラメータ値310を
決定してもよい。周波数帯域1が周波数帯域0および周波数帯域2に隣接するので、周波数
帯域0と周波数帯域2は、周波数ビン2の互いに隣接する周波数帯域と見なされてもよい。
周波数帯域1が周波数帯域3に隣接しないので、周波数帯域3は非隣接周波数帯域と見なさ
れてもよい。
【００６５】
　第2のステレオパラメータ値159は、周波数ビン0に対応するパラメータ値302を含む。第
2のステレオパラメータ値159は、周波数ビン1～14の各々に対応する条件付けされたパラ
メータ値を含む。たとえば、第2のステレオパラメータ値159は、周波数ビン2に対応する
パラメータ値310(たとえば、条件付けされたパラメータ値)を含む。パラメータ値310は、
パラメータ値302、パラメータ値308、パラメータ値304、およびパラメータ値306をカーブ
フィッティングすることに基づいてもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショ
ナ618は、対応するパラメータ値における各帯域のミッド範囲と交差する線(たとえば、曲
線)を決定してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、第2のステレオパラメ
ータ値159を決定して上記の線を近似してもよい。パラメータ値310は、周波数ビン2に対
応する線の値を近似してもよい。したがって、パラメータ値310は、隣接する周波数帯域
および非隣接周波数帯域に対応するステレオパラメータ値158に基づいてもよい。
【００６６】
　図4を参照すると、ステレオパラメータ値158の一例および第2のステレオパラメータ値1
59の一例が示されている。ステレオパラメータ値158は、周波数帯域0に対応するパラメー
タ値402と、周波数帯域1に対応するパラメータ値404と、周波数帯域2に対応するパラメー
タ値406と、周波数帯域3に対応するパラメータ値408とを含む。
【００６７】
　第2のステレオパラメータ値159を生成することは、いくつかの周波数帯域の周波数ビン
に対応するパラメータ値を同じパラメータ値に設定することを含んでもよい。たとえば、
ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数しきい値よりも低い(または高い)周波
数帯域(たとえば、周波数帯域2)に対応するパラメータ値が有意な空間情報に寄与しない
と判定してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、より低い(または高い)周
波数帯域に対応する周波数ビンについて一定のパラメータ値を含むように第2のステレオ
パラメータ値159を生成してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は
、ステレオパラメータ値158が周波数帯域2に対応するパラメータ値406を含むと判定した
ことに応答して、周波数帯域0および周波数帯域1の周波数ビン0～2に対応するパラメータ
値406を含むように第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。別の例として、ス
テレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域3よりも高い1つまたは複数の周波数
帯域の周波数ビンに対応するパラメータ値408を含むように第2のステレオパラメータ値15
9を生成してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、推定(たとえば、平均化
、調整、カーブフィッティング)関数に基づいて残りの周波数ビンに対応するパラメータ
値を決定してもよい。
【００６８】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、パラメータ値406およびパラメータ値408に
基づく線形調整を実行して、周波数帯域2および周波数帯域3の周波数ビンの少なくともい
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くつかに対応するパラメータ値を決定してもよい。ステレオパラメータコンディショナ61
8は、周波数帯域2の周波数ビン3～6の各々に対応するパラメータ値406および周波数帯域3
の周波数ビン10～14の各々に対応するパラメータ値408を含むように第2のステレオパラメ
ータ値159を生成(または更新)してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、パ
ラメータ値406およびパラメータ値408に基づく線形調整を実行して周波数帯域3の周波数
ビン7～9に対応するパラメータ値を決定してもよく、周波数ビン7～9に対応するパラメー
タ値を含むように第2のステレオパラメータ値159を生成(または更新)してもよい。
【００６９】
　図4において、周波数帯域3の周波数ビン7～9に対応するパラメータ値を決定するために
線形調整が実行される。特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、線
形調整を実行して、周波数帯域2の少なくともいくつかの周波数ビンに対応するパラメー
タ値を決定してもよい。代替態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、調整(
たとえば、線形調整または非線形調整)を実行して、周波数帯域2の少なくともいくつかの
周波数ビンに対応するパラメータ値および周波数帯域3の少なくともいくつかの周波数ビ
ンに対応するパラメータ値を決定してもよい。特定の態様では、ステレオパラメータコン
ディショナ618は、基本的な信号特性(たとえば、エネルギー)に基づいて周波数帯域2、周
波数帯域3、またはその両方の少なくともいくつかの周波数ビンに対応するパラメータ値
を決定するために線形調整を実行すべきかどうかを決定してもよい。たとえば、ステレオ
パラメータコンディショナ618は、周波数帯域のエネルギー差異(または平均エネルギー)
がしきい値を満たす(たとえば、しきい値よりも大きい)と判定したことに応答して、線形
調整を実行して、周波数帯域(たとえば、周波数帯域2または周波数帯域3)の周波数ビンに
対応するパラメータ値を決定してもよい。
【００７０】
　図4に示すように、周波数帯域2に対応するステレオパラメータ値158のパラメータ値406
は、第2のステレオパラメータ値159における周波数帯域0および周波数帯域1に割り当てら
れる。互いに隣接する周波数帯域が知覚品質にほとんどまたはまったく影響を与えないと
判定したことに応答して、同じパラメータ値(たとえば、パラメータ値406)を第2のステレ
オパラメータ値159における1つまたは複数の隣接する周波数帯域に割り当ててパラメータ
遷移を低減させてもよい。パラメータ値406を周波数帯域0および周波数帯域1に割り当て
ると、周波数帯域0と周波数帯域1の間および周波数帯域1と周波数帯域2の間における(ス
テレオパラメータ値158に対応する)ステレオパラメータの値の遷移を低減する(たとえば
、回避する)ことがある。代替実装形態では、ステレオパラメータコンディショナ618は、
ステレオパラメータ値158に基づいて、第2のステレオパラメータ値159における周波数帯
域0、1、および2に1つまたは複数の他のパラメータ値を割り当ててもよい。たとえば、ス
テレオパラメータコンディショナ618は、基本的なミッド信号に基づいて、周波数帯域0は
周波数帯域1および2よりも知覚的有意性が高いと判定してもよい。一例として、ステレオ
パラメータコンディショナ618は、周波数帯域0の周波数ビンが他の周波数帯域の1つまた
は複数の(たとえば、すべての)周波数ビンよりもエネルギーが高いと判定したことに応答
して、周波数帯域0が別の周波数帯域(たとえば、周波数帯域1または周波数帯域2)よりも
知覚的有意性が高いと判定してもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、周波
数帯域0が周波数帯域1または2よりも知覚的有意性が高いと判定したことに応答して、第2
のステレオパラメータ値159における周波数帯域1および2に(周波数帯域0に対応する)パラ
メータ値402を割り当ててもよい。別の例として、ステレオパラメータコンディショナ618
は、第2のステレオパラメータ値159における周波数帯域0、1、および2にステレオパラメ
ータ値158のうちの1つまたは複数のステレオパラメータ値158(たとえば、パラメータ値40
2、404、および406)の加重平均を割り当ててもよい。
【００７１】
　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618はステレオパラメータ値159を
適応的に決定してもよい。この適応的な決定は、ミッド信号における周波数帯域の相対的
なエネルギー分散に基づいてもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618
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は、ビットストリーム101を介して受信されたステレオパラメータ値158のうちの1つまた
は複数のステレオパラメータ値158の、第2のステレオパラメータ値159への再配置を有効
にするかそれとも無効にするかを適応的に決定してもよい。一例として、ステレオパラメ
ータコンディショナ618は、ミッド信号における周波数帯域0、1、および2の相対的なエネ
ルギー分散に基づいて、ステレオパラメータ値158のパラメータ値402、404、および406を
第2のステレオパラメータ値159における周波数帯域0、1、および2に対応する単一のパラ
メータ値で置き換えるかどうかを適応的に決定してもよい。別の例として、ステレオパラ
メータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158の対応するパラメータ値を第2の
ステレオパラメータ値159における単一のパラメータ値によって置き換える周波数帯域の
数(たとえば、2つの周波数帯域または3つの周波数帯域)を適応的に決定してもよい。一例
として、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ値158のパラメー
タ値402、パラメータ値404、およびパラメータ値406を第2のステレオパラメータ値159に
おける周波数帯域0、1、および2(たとえば、3つの周波数帯域)に対応する単一のパラメー
タ値で置き換えることを適応的に決定してもよい。代替として、ステレオパラメータコン
ディショナ618は、パラメータ値402およびパラメータ値404を第2のステレオパラメータ値
159における周波数帯域0および1(たとえば、2つの周波数帯域)に対応する単一のパラメー
タ値で置き換えることを適応的に決定してもよく、一方、パラメータ値406は、第2のステ
レオパラメータ値159における周波数帯域2に対応する。説明の目的で特定の周波数帯域(
たとえば、周波数帯域0、1、または2)が使用されており、これらの周波数帯域が非限定的
なものであることに留意されたい。様々な実装形態では、周波数帯域の任意の組合せが使
用されてもよい。
【００７２】
　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、ステレオパラメータ(たと
えば、IPD)のステレオパラメータ値158の局所的な調整を実行して第2のステレオパラメー
タ値159の第1のサブセットを決定してもよく、かつステレオパラメータ値158の全体的な
調整を実行して第2のステレオパラメータ値159の第2のサブセットを決定してもよい。た
とえば、図4に示すように、周波数帯域2は周波数帯域0に隣接していないので、周波数帯
域2のパラメータ値406を周波数帯域0に割り当てることは、ステレオパラメータ値158の全
体的な(たとえば、グローバルな)調整に対応する場合がある。周波数帯域3に割り当てら
れた第2のステレオパラメータ値159の1つまたは複数のパラメータ値は、ステレオパラメ
ータ値158の局所的な調整に対応する場合がある。その理由は、1つまたは複数のパラメー
タ値は、周波数帯域2および周波数帯域3に対応するステレオパラメータ値158のパラメー
タ値に基づき、周波数帯域2が周波数帯域3に隣接しているからである。
【００７３】
　図5を参照すると、ステレオパラメータ値158の一例および第2のステレオパラメータ値1
59の一例が示されている。ステレオパラメータ値158は、周波数帯域0に対応するパラメー
タ値502と、周波数帯域1に対応するパラメータ値504と、周波数帯域2に対応するパラメー
タ値506と、周波数帯域3に対応するパラメータ値508とを含む。
【００７４】
　図1のステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域のパラメータ値に対して調
整を実行することによって第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。たとえば、
ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域のパラメータ値と隣接する周波数
帯域のパラメータ値との差に基づいて周波数帯域の周波数ビンのパラメータ値を決定して
もよい。一例として、ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域3のパラメー
タ値508と周波数帯域2のパラメータ値506との差に基づいて周波数ビン7に対応するパラメ
ータ値510を決定してもよく、この場合、周波数帯域2は周波数帯域3に隣接している。特
定の周波数ビン(たとえば、周波数ビン7)に対応する差(たとえば、パラメータ値506-パラ
メータ値508)のある量(たとえば、一部)は、本明細書で説明するように基本的な信号特性
(たとえば、ミッド信号エネルギー)に基づいてもよい。より詳細には、図1のステレオパ
ラメータコンディショナ618は、周波数帯域のパラメータ値に対して区分的線形調整を実
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行することによって第2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。たとえば、ステレ
オパラメータコンディショナ618は、周波数帯域のパラメータ値と隣接する周波数帯域の
パラメータ値との差に基づいて周波数帯域の周波数ビンのパラメータ値を決定してもよい
。特定の周波数ビンに対応する差の量は、基本的な信号特性(たとえば、ミッド信号エネ
ルギー)に比例してもよい。
【００７５】
　特定の態様では、ステレオパラメータ値158の全体的な(たとえば、グローバルな)調整
は基本的な信号特性に基づいてもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ61
8は、カーブフィッティングを実行して、加重誤差を低減させる(たとえば、最小限に抑え
る)ことによって曲線(たとえば、最良適合曲線)を決定してもよい。この例では、加重誤
差は、基本的なミッド信号の周波数ビンに対応するエネルギーに対応する加重を使用して
決定されてもよく、誤差値は、第2のステレオパラメータ値159とデバイス106によって受
信されたステレオパラメータ値158との差に基づいて決定されてもよい。
【００７６】
　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、特定の周波数帯域(たとえ
ば、周波数帯域2)よりも高い(または低い)周波数帯域に対して区分的線形調整を実行して
もよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域0と周波数帯域
1が周波数帯域2よりも低いと判定したことに応答して、区分的線形調整を実行して周波数
帯域0～2のうちの周波数ビンに対応するパラメータ値を決定することを行わなくてもよい
。ステレオパラメータコンディショナ618は、図5に示すように、周波数ビン0に対応する
パラメータ値502および周波数ビン1～2の各々に対応するパラメータ値504を含むように第
2のステレオパラメータ値159を生成してもよい。代替態様では、ステレオパラメータコン
ディショナ618は、周波数ビン0～2に対応するパラメータ値506を含むように第2のステレ
オパラメータ値159を生成してもよい。
【００７７】
　特定の態様では、ステレオパラメータコンディショナ618は、少なくともしきい値数(た
とえば、5つ)の周波数ビンを含む周波数帯域に対する区分的線形調整を実行してもよい。
ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域2がしきい値数(たとえば、5つ)の
周波数ビン未満である数(たとえば、4つ)の周波数ビンを含むと判定したことに応答して
、区分的線形調整を実行して周波数帯域2の周波数ビンに対応するパラメータ値を決定す
ることを行わなくてもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域2の周
波数ビン3～6の各々に対応するパラメータ値506を含むように第2のステレオパラメータ値
159を生成(または更新)してもよい。
【００７８】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、周波数帯域3が周波数帯域2よりも高いこと
、周波数帯域3の周波数ビンの数(たとえば、8つ)が周波数ビンのしきい値数(たとえば、5
つ)を超えていること、またはその両方を判定したことに応答して、パラメータ値506およ
びパラメータ値508に基づいて区分的線形調整を実行することによって周波数ビン7～10に
対応するパラメータ値を決定してもよい。たとえば、ステレオパラメータコンディショナ
618は、パラメータ値506とパラメータ値508との差を周波数ビン7～10にわたって拡散させ
てもよい。ステレオパラメータコンディショナ618は、特定のビンに対応する基本的な信
号特性(たとえば、ミッド信号エネルギー)に基づいて特定のビンに対応する差の割合を決
定してもよい。周波数ビン7に対応するパラメータ値と周波数ビン8に対応するパラメータ
値との差は、周波数ビン8に対応するパラメータ値と周波数ビン9に対応するパラメータ値
との差と同じであってもよく、または異なっていてもよい。たとえば、周波数ビン7に対
応するパラメータ値と周波数ビン8に対応するパラメータ値との間の線512(たとえば、直
線)の第1の勾配は、周波数ビン8に対応するパラメータ値と周波数ビン9に対応するパラメ
ータ値との間の線514(たとえば、直線)の第2の勾配と同じであってもよく、または異なっ
ていてもよい。第1の勾配および第2の勾配は、周波数ビン7～9に対応する基本的な信号特
性(たとえば、ミッド信号エネルギー)に基づいてもよい。
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【００７９】
　したがって、ステレオパラメータコンディショナ618は、対応する周波数ビンの基本的
な信号特性に基づく区分的線形調整を実行することによって第2のステレオパラメータ値1
59の少なくともいくつかを決定してもよい。周波数ビンの基本的な信号特性は、周波数ビ
ンのパラメータ値と隣接するビンのパラメータ値との差が図1のデコーダ118によって生成
される出力信号において多少知覚される可能性があるかどうかを示してもよい。基本的な
信号特性に基づいて区分的線形調整を実行すると、出力信号における知覚可能なアーティ
ファクトが低減する(たとえば、最小限に抑えられる)ことがある。
【００８０】
　図6を参照すると、デコーダ118の特定の実装形態を示す図が示されている。デコーダ11
8は、デマルチプレクサ(DEMUX)602と、ミッド信号デコーダ604と、変換ユニット606と、
アップミキサ610と、サイド信号デコーダ612と、変換ユニット614と、ステレオデコーダ6
16と、ステレオパラメータコンディショナ618と、逆変換ユニット622と、逆変換ユニット
624とを含む。アップミキサ610はステレオプロセッサ620を含む。
【００８１】
　ビットストリーム101はデマルチプレクサ602に提供される。ビットストリーム101は、
符号化済みミッド信号102と、符号化済みサイド信号103と、符号化済みステレオパラメー
タ情報158とを含む。デマルチプレクサ602は、ビットストリーム101から符号化済みミッ
ド信号102を抽出し、符号化済みミッド信号102をミッド信号デコーダ604に提供するよう
に構成される。デマルチプレクサ602はまた、ビットストリーム101から符号化済みサイド
信号103を抽出し、符号化済みサイド信号103をサイド信号デコーダ612に提供するように
構成されてもよい。デマルチプレクサ602はまた、ビットストリーム101から符号化済みス
テレオパラメータ情報158を抽出し、符号化済みステレオパラメータ情報158をステレオデ
コーダ616に提供するように構成されてもよい。
【００８２】
　ミッド信号デコーダ604は、符号化済みミッド信号102を復号して復号済みミッド信号63
0(たとえば、ミッドバンド信号(mCODED(t)))を生成するように構成される。復号済みミッ
ド信号630は、変換ユニット606に提供される。変換ユニット606は、復号済みミッド信号6
30に対して変換演算を実行して、周波数領域復号済みミッド信号(MCODED(b))632を生成す
るように構成される。たとえば、変換ユニット602は、復号済みミッド信号630に対して離
散フーリエ変換(DFT)を実行して周波数領域復号済みミッド信号632を生成してもよい。変
換ユニット606は、第1のオーバーラップサイズよりも小さい第2のオーバーラップサイズ
を有する第2の窓を使用するデコーダ側窓掛け方式を実施してもよい。周波数領域復号済
みミッド信号632は、アップミキサ610に提供される。
【００８３】
　サイド信号デコーダ612は、符号化済みサイド信号103を復号して復号済みサイド信号63
4を生成するように構成される。復号済みサイド信号634は、変換ユニット614に提供され
る。変換ユニット614は、復号済みサイド信号634に対して変換演算を実行して、周波数領
域復号済みサイド信号636を生成するように構成される。たとえば、変換ユニット602は、
復号済みサイド信号634に対してDFT演算を実行して周波数領域サイド信号636を生成して
もよい。変換ユニット614は、第1のオーバーラップサイズよりも小さい第2のオーバーラ
ップサイズを有する第2の窓を使用するデコーダ側窓掛け方式を実施してもよい。周波数
領域サイド信号636は、アップミキサ610に提供される。
【００８４】
　ステレオデコーダ616は、符号化済みステレオパラメータ情報158を復号してステレオパ
ラメータの第1の値151およびステレオパラメータの第2の値155を決定するように構成され
る。第1の値151は、第1の周波数範囲152に関連付けられ、第1の値151は、第1のオーバー
ラップサイズを有する第1の窓を使用する(図1のエンコーダ114の)エンコーダ側窓掛け方
式を使用して決定される。第2の値155は、第2の周波数範囲156に関連付けられ、第2の値1
55も、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される。ステレオパラメータの第1の値151
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およびステレオパラメータの第2の値155はステレオパラメータコンディショナ618に提供
される。
【００８５】
　さらに、ステレオデコーダ638は、符号化済みステレオパラメータ情報158を復号したこ
とに応答して、ビットストリーム101として符号化された各ステレオパラメータのステレ
オパラメータ値638(第1の値151と第2の値155とを含む)を決定してもよい。ステレオパラ
メータ値638はアップミキサ610に提供される。一実装形態によれば、ステレオパラメータ
値638はまた、ステレオパラメータコンディショナ618に提供される。
【００８６】
　ステレオパラメータコンディショナ618は、第1の値151および第2の値155に対して条件
付け演算を実行してステレオパラメータの条件付けされた値640を生成するように構成さ
れる。条件付けされた値640は、第1の周波数範囲152のサブセットまたは第2の周波数範囲
156のサブセットである特定の周波数範囲170に関連付けられてもよい。たとえば、ステレ
オパラメータコンディショナ618は、第1の値151および第2の値155に推定関数を適用して
もよい。推定関数は、平均化関数、調整関数、またはカーブフィッティング関数を含んで
もよい。特定の周波数範囲170が第1の周波数範囲152のサブセットである場合、条件付け
された値640は第1の値151とは異なる。特定の周波数範囲170が第2の周波数範囲156のサブ
セットである場合、条件付けされた値640は第2の値155とは異なる。条件付けされた値640
はアップミキサ610に提供される。ステレオパラメータコンディショナ618はまた、条件付
け演算に基づいてステレオパラメータの1つまたは複数の追加的な条件付きの値(図示せず
)を生成するように構成されてもよい。1つまたは複数の追加的な条件付きの値における各
々の条件付きの値は、第1の周波数範囲152のサブセットまたは第2の周波数範囲156のサブ
セットである対応する周波数範囲に関連付けられる。
【００８７】
　アップミキサ610は、周波数領域復号済みミッド信号632(および場合によっては周波数
領域復号済みサイド信号636)に対してアップミックス演算を実行して第1の周波数領域出
力信号642および第2の周波数領域出力信号644を生成するように構成される。アップミッ
クス演算の間、アップミキサ610のステレオプロセッサ620は、周波数領域復号済みミッド
信号632(および場合によっては、周波数領域復号済みサイド信号636)にステレオパラメー
タ値638を適用してもよい。さらに、アップミックス演算の間、ステレオプロセッサ630は
、周波数領域復号済みミッド信号632(および場合によっては周波数領域復号済みサイド信
号636)に条件付けされた値640を適用してもよい。第1の周波数領域出力信号642は逆変換
ユニット622に提供され、第2の周波数領域出力信号644は逆変換ユニット624に提供される
。
逆変換ユニット622は、第1の周波数領域出力信号642に対して逆変換演算を実行して第1の
出力信号126を生成するように構成される。たとえば、逆変換ユニット622は、第1の周波
数領域出力信号642に対して逆DFT(IDFT)を実行して第1の出力信号126を生成してもよい。
第2の逆変換ユニット624は、第2の周波数領域出力信号644に対して逆変換演算を実行して
第2の出力信号128を生成するように構成される。たとえば、第2の逆変換ユニット624は、
第2の周波数領域出力信号644に対してIDFT演算を実行して出力信号128を生成してもよい
。
【００８８】
　図1のエンコーダ114などのエンコーダは、第1の窓パラメータに関連する第1の窓掛け方
式(たとえば、エンコーダ側窓掛け方式)を適用するように構成される。変換ユニット606
、614は、第2の窓パラメータに関連する第2の窓掛け方式(たとえば、デコーダ側窓掛け方
式)を適用するように構成される。変換ユニット606、614によって使用される第2の窓掛け
方式に関連する第2の窓パラメータは、エンコーダ114によって使用される第1の窓掛け方
式に関連する第1の窓パラメータとは異なってもよい。変換ユニット606、614は、第2の窓
掛け方式を使用して復号の遅延を短縮してもよい。たとえば、(デコーダ118によって適用
される)第2の窓掛け方式は、(エンコーダ114によって適用される)第1の窓掛け方式におい
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て使用される窓と同じサイズを有する窓を含んでもよく、それによって、変換の結果とし
て周波数帯域は同じであるが、窓オーバーラップの量が低減することがある。一例として
、デコーダ118は、第1のオーディオ信号130、第2のオーディオ信号132、またはその両方
を符号化するためにエンコーダ114によって使用される第1の窓オーバーラップサイズとは
異なる第2の窓オーバーラップサイズを適用して、第1の出力信号126、第2の出力信号128
、またはその両方を生成してもよい。窓オーバーラップの量を減らすと、前の窓からオー
バーラップしたサンプルの処理の復号遅延が短縮する。第1の値151および第2の値155は(
エンコーダ114によって適用される)第1の窓掛け方式に基づいて生成されることがあるの
で、デコーダ118は、図1～図5を参照しながら説明したように、条件付けされた値640を生
成して窓掛け方式の違いを考慮してもよい。たとえば、デコーダ118(たとえば、ステレオ
パラメータコンディショナ618)は、受信されたステレオパラメータ値の補間(たとえば、
加重和)を介してステレオパラメータ値を生成してもよい。同様に、逆変換ユニット622、
624は、逆変換を実行して周波数領域信号をオーバーラップする窓掛けされた時間領域信
号に戻すように構成される。
【００８９】
　図6に関して説明したステレオダウンミキシング技法およびステレオアップミキシング
技法は単一のチャネルに関連付けられるが、同様の技法を使用して複数のチャネルについ
てダウンミキシングおよびアップミキシングを実行してもよい。たとえば、図6に関して
説明したステレオパラメータコンディショナ技法は、ステレオパラメータコンディショナ
が1つまたは複数のチャネルからの空間側情報(たとえば、利得、位相、時間的なずれなど
)に基づくマルチチャネルシステムに拡張されてもよい。
【００９０】
　図7を参照すると、方法700のフローチャートが示されている。方法700は、図1の第2の
デバイス106、デコーダ118、ステレオパラメータコンディショナ618、またはそれらの組
合せによって実行されてもよい。
【００９１】
　方法700は、702において、符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報
とを含むビットストリームをデコーダにおいて受信するステップを含む。符号化済みステ
レオパラメータ情報は、ステレオパラメータの第1の値およびステレオパラメータの第2の
値を表してもよい。第1の値は、第1の周波数範囲に関連付けられてもよく、第1の値は、
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定されてもよい。第2の値は、第2の周波数範囲に関
連付けられてもよく、第2の値は、エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定されてもよい
。たとえば、図6を参照すると、デコーダ118のデマルチプレクサ602は、符号化済みミッ
ド信号102と、符号化済みサイド信号103と、符号化済みステレオパラメータ情報158とを
含むビットストリーム101を受信してもよい。エンコーダ側窓掛け方式は、第1のオーバー
ラップサイズを有する第1の窓を使用してもよい。
【００９２】
　方法700はまた、704において、符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を
生成するステップを含む。たとえば、図6を参照すると、ミッド信号デコーダ604は、符号
化済みミッド信号102を復号して復号済みミッド信号630を生成してもよい。
【００９３】
　方法700は、706において、復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側
窓掛け方式を使用して周波数領域復号済みミッド信号を生成するステップをさらに含む。
たとえば、図6を参照すると、変換ユニット606は、復号済みミッド信号630に対して変換
演算を実行して周波数領域復号済みミッド信号632を生成してもよい。デコーダ側窓掛け
方式は、第2のオーバーラップサイズを有する第2の窓を使用してもよい。デコーダ側窓掛
け方式に関連する第2のオーバーラップサイズは、エンコーダ側窓掛け方式に関連する第1
のオーバーラップサイズとは異なる。たとえば、第2のオーバーラップサイズは第1のオー
バーラップサイズよりも小さい。さらに、エンコーダ114においてエンコーダ側窓掛け方
式に関連して第1のゼロパディング演算が実行されてもよく、デコーダ118においてデコー
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ダ側窓掛け方式に関連して第2のゼロパディング演算が実行されてもよい。
【００９４】
　方法700はまた、708において、符号化済みステレオパラメータ情報を復号して第1の値
および第2の値を決定するステップを含む。たとえば、図6を参照すると、ステレオデコー
ダ616は符号化済みステレオパラメータ情報158を復号して第1の値151および第2の値155を
決定してもよい。
【００９５】
　方法700は、710において、第1の値および第2の値に対する条件付け演算を実行してステ
レオパラメータの条件付けされた値を生成するステップをさらに含む。条件付けされた値
は、第1の周波数範囲のサブセットまたは第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波
数範囲に関連付けられてもよい。たとえば、図6を参照すると、ステレオパラメータコン
ディショナ618は、第1の値151および第2の値155に対して条件付け演算を実行して条件付
けされた値640を生成してもよい。
【００９６】
　この方法700はまた、712において、周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミッ
クス演算を実行して第1の周波数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成する
ステップを含む。条件付けされた値は、アップミックス演算の間に周波数領域復号済みミ
ッド信号に適用されてもよい。たとえば、図6を参照すると、アップミキサ610は、周波数
領域復号済みミッド信号632に対してアップミックス演算を実行して第1の周波数領域出力
信号642および第2の周波数領域出力信号642を生成してもよい。
【００９７】
　一実装形態によれば、方法700は、第1の周波数領域出力信号に対して第1の逆変換演算
を実行して第1の出力信号を生成するステップを含んでもよい。たとえば、図6を参照する
と、逆変換ユニット622は、第1の周波数領域出力信号642に対して逆変換演算を実行して
第1の出力信号126を生成してもよい。一実装形態によれば、方法700は、第2の周波数領域
出力信号に対して第2の逆変換演算を実行して第2の出力信号を生成するステップを含んで
もよい。たとえば、図6を参照すると、逆変換ユニット624は、第2の周波数領域出力信号6
44に対して逆変換演算を実行して第2の出力信号128を生成してもよい。
【００９８】
　方法700はまた、714において、第1の出力信号および第2の出力信号を出力するステップ
を含む。第1の出力信号は、第1の周波数領域出力信号に基づいてもよく、第2の出力信号
は、第2の周波数領域出力信号に基づいてもよい。たとえば、図1を参照すると、第1のラ
ウドスピーカ142は第1の出力信号126を出力してもよく、第2のラウドスピーカ144は第2の
出力信号128を出力してもよい。
【００９９】
　したがって、方法700は、デコーダ118が条件付けされた値640に基づいて第1の出力信号
126を生成するのを可能にしてもよい。条件付けされたパラメータ値640と1つまたは複数
の隣接する周波数範囲(たとえば、周波数ビン)に適用されるパラメータ値との差は、第1
のパラメータ値151と第2のパラメータ値155との差よりも小さくてもよい。隣接する周波
数範囲に適用されるパラメータ値同士の間の差が小さくなると、第1の出力信号126におけ
るアーティファクトが少なくなる場合がある。
【０１００】
　図8を参照すると、デバイス(たとえば、ワイヤレス通信デバイス)の特定の例示的な例
のブロック図が示され、全体が800で指定される。様々な実装形態では、デバイス800は、
図8に示すよりも少数または多数の構成要素を有してもよい。例示的な実装形態では、デ
バイス800は、図1の第1のデバイス104または第2のデバイス106に対応してもよい。例示的
な実装形態では、デバイス800は、図1～図7のシステムおよび方法を参照して説明した1つ
または複数の動作を実行してもよい。
【０１０１】
　ある特定の実装形態では、デバイス800はプロセッサ806(たとえば、中央処理装置(CPU)
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)を含む。デバイス800は、1つまたは複数の追加的なプロセッサ810(たとえば、1つまたは
複数のデジタル信号プロセッサ(DSP))を含む。プロセッサ810は、メディア(たとえば、音
声および音楽)コーダ-デコーダ(コーデック)808とエコーキャンセラ812とを含む。メディ
アコーデック808は、デコーダ118、エンコーダ114、または両方を含む。
【０１０２】
　デバイス800は、メモリ853とコーデック834とを含む。メディアコーデック808はプロセ
ッサ810の構成要素(たとえば、専用回路および/または実行可能なプログラムコード)とし
て示されているが、他の実装形態では、デコーダ118、エンコーダ114、またはその両方な
どのメディアコーデック808の1つまたは複数の構成要素が、プロセッサ806、コーデック8
34、別の処理構成要素、またはそれらの組合せに含められてもよい。
【０１０３】
　デバイス800は、アンテナ842に結合されたトランシーバ811を含む。トランシーバ811は
、図1のトランスミッタ110、レシーバ111、またはその両方を含んでもよい。デバイス800
は、ディスプレイコントローラ826に結合されたディスプレイ828を含む。1つまたは複数
のスピーカ848がコーデック834に結合されてもよい。1つまたは複数のマイクロフォン846
が、入力インターフェース112を介してコーデック834に結合されてもよい。特定の態様で
は、スピーカ848は、図1の第1のラウドスピーカ142、第2のラウドスピーカ144、またはそ
の両方を含んでもよい。特定の態様では、マイクロフォン846は、図1の第1のマイクロフ
ォン146、第2のマイクロフォン148、またはその両方を含んでもよい。コーデック834は、
デジタルアナログ変換器(DAC)802とアナログデジタル変換器(ADC)804とを含む。
【０１０４】
　メモリ853は、図1～図7を参照しながら説明した1つまたは複数の演算を実行するために
、プロセッサ806、プロセッサ810、コーデック834、デバイス800の別の処理ユニット、ま
たはそれらの組合せによって実行可能な命令860を含む。メモリ853は、分析データ190を
記憶してもよい。
【０１０５】
　デバイス800の1つまたは複数の構成要素は、専用ハードウェア(たとえば、回路)を介し
て実装されてもよく、1つまたは複数のタスクを実行するように命令を実行するプロセッ
サによって実装されてもよく、あるいはそれらの組合せで実装されてもよい。一例として
、メモリ853、またはプロセッサ806、プロセッサ810、および/またはコーデック834の1つ
または複数の構成要素は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、磁気抵抗ランダムアクセスメ
モリ(MRAM)、スピントルクトランスファーMRAM(STT-MRAM)、フラッシュメモリ、読取り専
用メモリ(ROM)、プログラマブル読取り専用メモリ(PROM)、消去可能プログラマブル読取
り専用メモリ(EPROM)、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、レジ
スタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、またはコンパクトディスク読取り専用メ
モリ(CD-ROM)などのメモリデバイスであってもよい。メモリデバイスは、コンピュータ(
たとえば、コーデック834内のプロセッサ、プロセッサ806、および/またはプロセッサ810
)によって実行されると、図1～図7を参照して説明した1つまたは複数の動作をコンピュー
タに実行させることができる命令(たとえば、命令860)を含んでもよい。一例として、メ
モリ853、またはプロセッサ806、プロセッサ810、および/またはコーデック834の1つまた
は複数の構成要素は、コンピュータ(たとえば、コーデック834内のプロセッサ、プロセッ
サ806、および/またはプロセッサ810)によって実行されると、コンピュータに図1～図7を
参照して説明した1つまたは複数の動作を実行させる命令(たとえば、命令860)を含む非一
時的コンピュータ可読媒体であってもよい。
【０１０６】
　特定の実装形態では、デバイス800はシステムインパッケージまたはシステムオンチッ
プデバイス(たとえば、移動局モデム(MSM))822に含められてもよい。特定の実装形態では
、プロセッサ806、プロセッサ810、ディスプレイコントローラ826、メモリ853、コーデッ
ク834、およびトランシーバ811は、システムインパッケージまたはシステムオンチップデ
バイス822内に含まれる。特定の実装形態では、タッチスクリーンおよび/またはキーパッ
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ドなどの入力デバイス830、ならびに電源844は、システムオンチップデバイス822に結合
される。さらに、特定の実装形態では、図8に示されるように、ディスプレイ828、入力デ
バイス830、スピーカ848、マイクロフォン846、アンテナ842、および電源844は、システ
ムオンチップデバイス822の外部にある。しかしながら、ディスプレイ828、入力デバイス
830、スピーカ848、マイクロフォン846、アンテナ842、および電源844の各々は、インタ
ーフェースまたはコントローラなどのシステムオンチップデバイス822の構成要素に結合
することができる。
【０１０７】
　デバイス800は、ワイヤレス電話、モバイルデバイス、モバイルフォン、スマートフォ
ン、セルラーフォン、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータ、コンピュ
ータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、携帯情報端末(PDA)、ディスプ
レイデバイス、テレビ、ゲーム機、音楽プレーヤ、ラジオ、ビデオプレーヤ、エンターテ
インメントユニット、通信デバイス、固定ロケーションデータユニット、パーソナルメデ
ィアプレーヤ、デジタルビデプレーヤ、デジタルビデオディスク(DVD)プレーヤ、チュー
ナー、カメラ、ナビゲーションデバイス、デコーダシステム、エンコーダシステム、基地
局、車両、またはそれらの任意の組合せを含んでもよい。
【０１０８】
　特定の実装形態では、本明細書で説明したシステムおよびデバイス800の1つまたは複数
の構成要素は、復号システムもしくは装置(たとえば、電子デバイス、コーデック、もし
くはその中のプロセッサ)、符号化システムもしくは装置、または両方に組み込まれても
よい。他の実装形態では、本明細書で説明したシステムおよびデバイス800の1つまたは複
数の構成要素は、ワイヤレス通信デバイス(たとえば、ワイヤレス電話)、タブレットコン
ピュータ、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、セットトップボック
ス、音楽プレーヤ、ビデオプレーヤ、エンターテインメントユニット、テレビ、ゲーム機
、ナビゲーションデバイス、通信デバイス、携帯情報端末(PDA)、固定ロケーションデー
タユニット、パーソナルメディアプレーヤ、基地局、車両、または別のタイプのデバイス
に組み込まれてもよい。
【０１０９】
　本明細書で説明したシステムおよびデバイス800の1つまたは複数の構成要素によって実
行される様々な機能については、いくつかの構成要素またはモジュールによって実行され
るものとして説明していることに留意されたい。構成要素およびモジュールのこの分割は
、説明のためのものにすぎない。代替の実装形態では、特定の構成要素またはモジュール
によって実行される機能が、複数の構成要素またはモジュールに分割されてもよい。その
上、代替の実装形態では、本明細書で説明するシステムの2つ以上の構成要素またはモジ
ュールは、単一の構成要素またはモジュールに組み込まれる場合がある。本明細書で説明
するシステムに示す各々の構成要素またはモジュールは、ハードウェア(たとえば、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)デバイス、特定用途向け集積回路(ASIC)、DSP
、コントローラなど)、ソフトウェア(たとえば、プロセッサによって実行可能な命令)、
またはそれらの任意の組合せを使用して実装されてもよい。
【０１１０】
　説明した態様に関連して、装置は、符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメ
ータ情報とを含むビットストリームを受信するための手段を含む。符号化済みステレオパ
ラメータ情報は、ステレオパラメータの第1の値およびステレオパラメータの第2の値を表
す。第1の値は、第1の周波数範囲に関連付けられ、第1の値は、エンコーダ側窓掛け方式
を使用して決定される。第2の値は、第2の周波数範囲に関連付けられ、第2の値は、エン
コーダ側窓掛け方式を使用して決定される。たとえば、受信するための手段は、図1のレ
シーバ111と、図6のデマルチプレクサ602と、図8のトランシーバ811、アンテナ842と、1
つまたは複数の他のデバイス、回路、またはモジュールとを含んでもよい。
【０１１１】
　装置はまた、符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するための手
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段を含んでもよい。たとえば、符号化済みミッド信号を復号するための手段は、図1のデ
コーダ118と、図6のミッド信号デコーダ630と、図8のメディアコーデック808、プロセッ
サ810、コーデック834、プロセッサ806と、1つまたは複数の他のデバイス、回路、または
モジュールとを含んでもよい。
【０１１２】
　装置はまた、復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を
使用して周波数領域復号済みミッド信号を生成するための手段を含んでもよい。たとえば
、変換演算を実行するための手段は、図1のデコーダ118と、図6の変換ユニット606と、図
8のメディアコーデック808、プロセッサ810、コーデック834、プロセッサ806と、1つまた
は複数の他のデバイス、回路、またはモジュールとを含んでもよい。
【０１１３】
　装置はまた、符号化済みステレオパラメータ情報を復号して第1の値および第2の値を決
定するための手段を含んでもよい。たとえば、符号化済みステレオパラメータ情報を復号
するための手段は、図1のデコーダ118と、図6のステレオデコーダ616と、図8のメディア
コーデック808、プロセッサ810、コーデック834、およびプロセッサ806と、1つまたは複
数の他のデバイス、回路、またはモジュールとを含んでもよい。
【０１１４】
　装置はまた、第1の値および第2の値に対して条件付け演算を実行してステレオパラメー
タの条件付けされた値を生成するための手段を含んでもよい。条件付けされた値は、第1
の周波数範囲のサブセットまたは第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲
に関連付けられる。たとえば、条件付け演算を実行するための手段は、図1のデコーダ118
と、図6のステレオパラメータコンディショナ618と、図8のメディアコーデック808、プロ
セッサ810、コーデック834、プロセッサ806と、1つまたは複数の他のデバイス、回路、ま
たはモジュールとを含んでもよい。
【０１１５】
　装置はまた、周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第
1の周波数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するための手段を含んでも
よい。条件付けされた値は、アップミックスの間に周波数領域復号済みミッド信号に適用
される。たとえば、アップミックス演算を実行するための手段は、図1のデコーダ118と、
図6のアップミキサ610と、図6のステレオプロセッサ620と、図8のメディアコーデック808
、プロセッサ810、コーデック834、およびプロセッサ806と、1つまたは複数の他のデバイ
ス、回路、またはモジュールとを含んでもよい。
【０１１６】
　装置はまた、第1の出力信号および第2の出力信号を出力するための手段を含んでもよい
。第1の出力信号は第1の周波数領域出力信号に基づき、第2の出力信号は第2の周波数領域
出力信号に基づく。たとえば、出力するための手段は、図1のラウドスピーカ142、144と
、図8のスピーカ848と、1つまたは複数の他のデバイス、回路、またはモジュールとを含
んでもよい。
【０１１７】
　図9を参照すると、基地局900の特定の例示的な例のブロック図が示されている。様々な
実装形態では、基地局900は、図9に示されるよりも多い構成要素または少ない構成要素を
有する場合がある。説明のための例では、基地局900は、図1の第1のデバイス104、第2の
デバイス106、またはその両方を含んでもよい。説明のための例では、基地局900は図7の
方法に従って動作してもよい。
【０１１８】
　基地局900は、ワイヤレス通信システムの一部であってもよい。ワイヤレス通信システ
ムは、複数の基地局と複数のワイヤレスデバイスとを含んでもよい。ワイヤレス通信シス
テムは、ロングタームエボリューション(LTE)システム、符号分割多元接続(CDMA)システ
ム、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標): Global System for Mobile Com
munications)システム、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)システム、または
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何らかの他のワイヤレスシステムであってもよい。CDMAシステムは、広帯域CDMA(WCDMA(
登録商標))、CDMA 1X、エボリューションデータオプティマイズド(EVDO:Evolution-Data 
Optimized)、時分割同期CDMA(TD-SCDMA:Time Division Synchronous CDMA)、またはCDMA
の何らかの他のバージョンを実装してもよい。
【０１１９】
　ワイヤレスデバイスは、ユーザ機器(UE)、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユニッ
ト、局などと呼ばれることもある。ワイヤレスデバイスは、セルラーフォン、スマートフ
ォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯情報端末(PDA)、ハンドヘルドデバイス、ラ
ップトップコンピュータ、スマートブック、ネットブック、タブレット、コードレス電話
、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、Bluetooth(登録商標)デバイスなどを含んでもよい
。ワイヤレスデバイスは、図8のデバイス800を含んでもよく、またはデバイス800に対応
してもよい。
【０１２０】
　様々な機能は、メッセージとデータ(たとえば、オーディオデータ)とを送り、受信する
ことなど、基地局900の1つまたは複数の構成要素によって(および/または図示されていな
い他の構成要素において)実行されてもよい。特定の例では、基地局900はプロセッサ906(
たとえば、CPU)を含む。基地局900はトランスコーダ910を含んでもよい。トランスコーダ
910は、オーディオコーデック908(たとえば、音声および音楽コーデック)を含んでもよい
。たとえば、トランスコーダ910は、オーディオコーデック908の動作を実行するように構
成された1つまたは複数の構成要素(たとえば、回路)を含んでもよい。別の例として、ト
ランスコーダ910は、1つまたは複数のコンピュータ可読命令を実行して、オーディオコー
デック908の演算を実行するように構成される。オーディオコーデック908はトランスコー
ダ910の構成要素として示されているが、他の例では、オーディオコーデック908の1つま
たは複数の構成要素が、プロセッサ906、別の処理構成要素、またはそれらの組合せに含
まれてもよい。たとえば、デコーダ118(たとえば、ボコーダデコーダ)は、レシーバデー
タプロセッサ964内に含まれてもよい。別の例として、エンコーダ114(たとえば、ボコー
ダエンコーダ)が送信データプロセッサ982に含まれてもよい。
【０１２１】
　トランスコーダ910は、2つ以上のネットワークの間のメッセージとデータとをトランス
コーディングするように機能してもよい。トランスコーダ910は、メッセージとオーディ
オデータとを第1のフォーマット(たとえば、デジタルフォーマット)から第2のフォーマッ
トに変換するように構成される。一例として、デコーダ118は、第1のフォーマットを有す
る符号化済み信号を復号してもよく、エンコーダ114は、復号済み信号を、第2のフォーマ
ットを有する符号化済み信号に符号化してもよい。追加または代替として、トランスコー
ダ910は、データレート適応を実行するように構成される。たとえば、トランスコーダ910
は、オーディオデータのフォーマットを変更することなく、データレートをダウンコンバ
ートしてもよく、またはデータレートをアップコンバートしてもよい。一例として、トラ
ンスコーダ910は、64kbit/s信号を16kbit/s信号にダウンコンバートしてもよい。オーデ
ィオコーデック908は、エンコーダ114およびデコーダ118を含んでもよい。デコーダ118は
、ステレオパラメータコンディショナ618を含んでもよい。
【０１２２】
　基地局900はメモリ932を含んでもよい。コンピュータ可読記憶デバイスなどのメモリ93
2は、命令を含んでもよい。これらの命令は、図7の方法を実行するために、プロセッサ90
6、トランスコーダ910、またはそれらの組合せによって実行可能な1つまたは複数の命令
を含んでもよい。基地局900は、アンテナのアレイに結合された、第1のトランシーバ952
および第2のトランシーバ954など、複数のトランスミッタおよびレシーバ(たとえば、ト
ランシーバ)を含んでもよい。アンテナのアレイは、第1のアンテナ942と第2のアンテナ94
4とを含んでもよい。アンテナのアレイは、図8のデバイス800など、1つまたは複数のワイ
ヤレスデバイスとワイヤレス通信するように構成される。たとえば、第2のアンテナ944は
、ワイヤレスデバイスからデータストリーム914(たとえば、ビットストリーム)を受信し
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てもよい。データストリーム914は、メッセージ、データ(たとえば、符号化済み音声デー
タ)、またはそれらの組合せを含んでもよい。
【０１２３】
　基地局900は、バックホール接続などのネットワーク接続960を含んでもよい。ネットワ
ーク接続960は、ワイヤレス通信ネットワークのコアネットワークまたは1つもしくは複数
の基地局と通信するように構成される。たとえば、基地局900は、ネットワーク接続960を
介してコアネットワークから第2のデータストリーム(たとえば、メッセージまたはオーデ
ィオデータ)を受信してもよい。基地局900は、メッセージまたはオーディオデータを生成
するために第2のデータストリームを処理し、アンテナのアレイのうちの1つもしくは複数
のアンテナを介して1つもしくは複数のワイヤレスデバイスにメッセージまたはオーディ
オデータを提供してもよく、あるいはネットワーク接続960を介して別の基地局にメッセ
ージまたはオーディオデータを提供してもよい。特定の実装形態では、ネットワーク接続
960は、例示的な非限定的な例として、ワイドエリアネットワーク(WAN)接続であってもよ
い。いくつかの実装形態では、コアネットワークは、公衆交換電話網(PSTN)、パケットバ
ックボーンネットワーク、もしくはその両方を含んでもよく、またはそれらに対応しても
よい。
【０１２４】
　基地局900は、ネットワーク接続960およびプロセッサ906に結合されたメディアゲート
ウェイ970を含んでもよい。メディアゲートウェイ970は、それぞれに異なる電気通信技術
のメディアストリーム同士の変換を施すように構成される。たとえば、メディアゲートウ
ェイ970は、それぞれに異なる送信プロトコル、それぞれに異なるコーディング方式、ま
たはその両方について変換を施してもよい。例示のために、メディアゲートウェイ970は
、例示的な非限定的な例として、PCM信号からリアルタイムトランスポートプロトコル(RT
P)信号への変換を施してもよい。メディアゲートウェイ970は、パケット交換ネットワー
ク(たとえば、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VoIP)ネットワーク、IPマルチ
メディアサブシステム(IMS)、LTE、WiMax、およびUMBなどの第4世代(4G)ワイヤレスネッ
トワークなど)、回線交換ネットワーク(たとえば、PSTN)、ならびにハイブリッドネット
ワーク(たとえば、GSM(登録商標)、GPRS、およびEDGEなどの第2世代(2G)ワイヤレスネッ
トワーク、WCDMA(登録商標)、EV-DO、およびHSPAなどの第3世代(3G)ワイヤレスネットワ
ークなど)の間のデータ変換を施してもよい。
【０１２５】
　さらに、メディアゲートウェイ970は、トランスコーダ910などのトランスコーダを含ん
でもよく、コーデックが適合しないときにデータをトランスコーディングするように構成
される。たとえば、メディアゲートウェイ970は、例示的な非限定的な例として、適応マ
ルチレート(AMR)コーデックとG.711コーデックとの間のトランスコーディングを行っても
よい。メディアゲートウェイ970は、ルータおよび複数の物理インターフェースを含んで
もよい。いくつかの実装形態では、メディアゲートウェイ970はコントローラ(図示せず)
を含むこともある。特定の実装形態では、メディアゲートウェイコントローラは、メディ
アゲートウェイ970の外部、基地局900の外部、またはその両方にあってもよい。メディア
ゲートウェイコントローラは、複数のメディアゲートウェイの動作を制御および調整して
もよい。メディアゲートウェイ970は、メディアゲートウェイコントローラから制御信号
を受信してもよく、それぞれに異なる送信技術同士を繋ぐように機能してもよく、エンド
ユーザの能力および接続にサービスを追加してもよい。
【０１２６】
　基地局900は、トランシーバ952、954と、レシーバデータプロセッサ964と、プロセッサ
906とに結合された復調器962を含んでもよく、レシーバデータプロセッサ964は、プロセ
ッサ906に結合されてもよい。復調器962は、トランシーバ952、954から受信された変調信
号を復調し、レシーバデータプロセッサ964に復調データを提供するように構成されても
よい。レシーバデータプロセッサ964は、復調データからメッセージまたはオーディオデ
ータを抽出し、プロセッサ906にメッセージまたはオーディオデータを送るように構成さ
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れる。
【０１２７】
　基地局900は、送信データプロセッサ982と送信多入力多出力(MIMO)プロセッサ984とを
含んでもよい。送信データプロセッサ982は、プロセッサ906と送信MIMOプロセッサ984と
に結合されてもよい。送信MIMOプロセッサ984は、トランシーバ952、954とプロセッサ906
とに結合されてもよい。いくつかの実装形態では、送信MIMOプロセッサ984は、メディア
ゲートウェイ970に結合される場合がある。送信データプロセッサ982は、プロセッサ906
からメッセージまたはオーディオデータを受信し、例示的な非限定的な例として、CDMAま
たは直交周波数分割多重(OFDM)などのコーディング方式に基づいてメッセージまたはオー
ディオデータをコーディングするように構成される。送信データプロセッサ982は、コー
ディングされたデータを送信MIMOプロセッサ984に提供してもよい。
【０１２８】
　コーディングされたデータは、多重化されたデータを生成するために、CDMA技法または
OFDM技法を使用して、パイロットデータなどの他のデータと多重化されてもよい。次いで
、多重化されたデータは、変調シンボルを生成するために、特定の変調方式(たとえば、
二位相シフトキーイング(「BPSK」)、四位相シフトキーイング(「QPSK」)、多値位相シフ
トキーイング(「M-PSK」)、多値直交振幅変調(「M-QAM」)など)に基づいて、送信データ
プロセッサ982によって変調(すなわち、シンボルマッピング)され得る。特定の実装形態
では、コーディングされたデータおよび他のデータは、様々な変調方式を使用して変調さ
れ得る。各データストリームに関するデータレート、コーディング、および変調は、プロ
セッサ906によって実行される命令によって決定されてもよい。
【０１２９】
　送信MIMOプロセッサ984は、送信データプロセッサ982から変調シンボルを受信するよう
に構成され、さらに変調シンボルを処理してもよく、データに対してビームフォーミング
を実行してもよい。たとえば、送信MIMOプロセッサ984は、変調シンボルにビームフォー
ミング重みを加えてもよい。ビームフォーミング重みは、変調シンボルが送信されるアン
テナのアレイの1つまたは複数のアンテナに対応する場合がある。
【０１３０】
　動作中、基地局900の第2のアンテナ944は、データストリーム914を受信してもよい。第
2のトランシーバ954は、第2のアンテナ944からデータストリーム914を受信してもよく、
復調器962にデータストリーム914を提供してもよい。復調器962は、データストリーム914
の変調された信号を復調し、復調されたデータをレシーバデータプロセッサ964に提供し
てもよい。レシーバデータプロセッサ964は、復調されたデータからオーディオデータを
抽出し、抽出されたオーディオデータをプロセッサ906に提供することができる。
【０１３１】
　プロセッサ906はオーディオデータを、トランスコーディングのためにトランスコーダ9
10に提供してもよい。トランスコーダ910のデコーダ118は、第1のフォーマットからのオ
ーディオデータを復号されたオーディオデータに復号してもよく、エンコーダ114は、復
号されたオーディオデータを第2のフォーマットに符号化してもよい。いくつかの実装形
態では、エンコーダ114はオーディオデータを、ワイヤレスデバイスから受信された状態
よりも高いデータレート(たとえば、アップコンバート)または低いデータレート(たとえ
ば、ダウンコンバート)を使用して符号化してもよい。他の実装形態では、オーディオデ
ータは、トランスコーディングされない場合がある。トランスコーディング(たとえば、
復号および符号化)はトランスコーダ910によって実行されるものとして示されているが、
トランスコーディング動作(たとえば、復号および符号化)は基地局900の複数の構成要素
によって実行されてもよい。たとえば、復号はレシーバデータプロセッサ964によって実
行されてもよく、符号化は送信データプロセッサ982によって実行されてもよい。他の実
装形態では、プロセッサ906はオーディオデータを、別の送信プロトコル、コーディング
方式、またはその両方への変換のためにメディアゲートウェイ970に提供してもよい。メ
ディアゲートウェイ970は、変換されたデータを、ネットワーク接続960を介して別の基地
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局またはコアネットワークに提供してもよい。
【０１３２】
　トランスコーディングされたデータなど、エンコーダ114において生成された符号化さ
れたオーディオデータは、プロセッサ906を介して送信データプロセッサ982またはネット
ワーク接続960に提供されてもよい。トランスコーダ910からのトランスコーディングされ
たオーディオデータは、変調シンボルを生成するために、OFDMなどの変調方式に従ってコ
ーディングするために送信データプロセッサ982に提供され得る。送信データプロセッサ9
82は変調シンボルを、さらなる処理およびビームフォーミングのために送信MIMOプロセッ
サ984に提供してもよい。送信MIMOプロセッサ984は、ビームフォーミング重みを適用して
もよく、第1のトランシーバ952を介して第1のアンテナ942などのアンテナのアレイのうち
の1つまたは複数のアンテナに変調シンボルを提供してもよい。したがって、基地局900は
、ワイヤレスデバイスから受信されたデータストリーム914に対応するトランスコーディ
ングされたデータストリーム916を、別のワイヤレスデバイスに提供してもよい。トラン
スコーディングされたデータストリーム916は、データストリーム914とは異なる符号化フ
ォーマット、データレートまたはその両方を有してもよい。他の実装形態では、トランス
コーディングされたデータストリーム916は、別の基地局またはコアネットワークへの送
信のためにネットワーク接続960に提供されてもよい。
【０１３３】
　本明細書で開示された実装形態に関して記載された様々な例示的な論理ブロック、構成
、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、ハードウェア
プロセッサなどの処理デバイスによって実行されるコンピュータソフトウェア、またはそ
の両方の組合せとして実装されてもよいことを当業者ならさらに理解されよう。様々な例
示的な構成要素、ブロック、構成、モジュール、回路、およびステップは、それらの機能
に関して全体的に上述されている。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、
または実行可能なソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例、およびシステム全
体に課される設計制約に依存する。当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な
方法で実装することができるが、そのような実装の決定が本開示の範囲からの逸脱を引き
起こすと解釈されるべきではない。
【０１３４】
　本明細書で開示した実装形態に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、
直接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにお
いて、またはその2つの組合せにおいて具現化されてもよい。ソフトウェアモジュールは
、ランダムアクセスメモリ(RAM)、磁気抵抗ランダムアクセスメモリ(MRAM)、スピントル
クトランスファーMRAM(STT-MRAM)、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ(ROM)、プログ
ラマブル読取り専用メモリ(PROM)、消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EPROM)、
電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、レジスタ、ハードディスク、
リムーバブルディスク、コンパクトディスク読取り専用メモリ(CD-ROM)などのメモリデバ
イス内に存在する場合がある。プロセッサがメモリデバイスから情報を読み取り、メモリ
デバイスに情報を書き込むことができるように、例示的なメモリデバイスはプロセッサに
結合される。代替として、メモリデバイスは、プロセッサに統合されてもよい。プロセッ
サおよび記憶媒体は、特定用途向け集積回路(ASIC)に存在してもよい。ASICは、コンピュ
ーティングデバイスまたはユーザ端末に存在してもよい。代替として、プロセッサおよび
記憶媒体は、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末に別個の構成要素として存在
してもよい。
【０１３５】
　開示された実装形態のこれまでの説明は、開示した実装形態を当業者が作成または使用
することを可能にするために提供されている。これらの実装形態に対する様々な修正は当
業者には容易に明らかであり、本明細書で定義された原理は、本開示の範囲から逸脱する
ことなく他の実装形態に適用されてもよい。したがって、本開示は、本明細書に示された
実装形態に限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲によって定義される原理およ
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び新規の特徴と一致する、考えられる最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１３６】
　　100　システム
　　101　ビットストリーム
　　102　符号化済みミッド信号
　　103　符号化済みサイド信号
　　104　第1のデバイス
　　106　第2のデバイス
　　110　トランスミッタ
　　111　レシーバ
　　112　入力インターフェース
　　114　エンコーダ
　　118　デコーダ
　　120　ネットワーク
　　126　第1の出力信号
　　128　第2の出力信号
　　130　第1のオーディオ信号
　　132　第2のオーディオ信号
　　142　第1のラウドスピーカ
　　144　第2のラウドスピーカ
　　146　第1のマイクロフォン
　　148　第2のマイクロフォン
　　151、155　ステレオパラメータ値
　　152　第1の周波数範囲
　　153　メモリ
　　156　第2の周波数範囲
　　158　ステレオパラメータ情報、ステレオパラメータ値
　　159　第2のステレオパラメータ値
　　170　特定の周波数範囲
　　190　分析データ
　　202～210　パラメータ値
　　302～310　パラメータ値
　　404～408　パラメータ値
　　502～508　パラメータ値
　　514　線
　　602　デマルチプレクサ
　　604　ミッド信号デコーダ
　　606　変換ユニット
　　610　アップミキサ
　　612　サイド信号デコーダ
　　614　変換ユニット
　　616　ステレオデコーダ
　　618　ステレオパラメータコンディショナ
　　620　ステレオプロセッサ
　　622　逆変換ユニット
　　624　逆変換ユニット
　　630　復号済みミッド信号
　　632　周波数領域復号済みミッド信号
　　634　復号済みサイド信号
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　　636　周波数領域復号済みサイド信号
　　638　ステレオデコーダ、ステレオパラメータ値
　　640　条件付けされた値
　　642　第1の周波数領域出力信号
　　644　第2の周波数領域出力信号
　　800　デバイス
　　806　プロセッサ
　　808　メディアコーデック
　　810　追加のプロセッサ
　　811　トランシーバ
　　812　エコーキャンセラ
　　822　システムインパッケージまたはシステムオンチップデバイス
　　826　ディスプレイコントローラ
　　828　ディスプレイ
　　830　入力デバイス
　　834　コーデック
　　842　アンテナ
　　844　電源
　　846　マイクロフォン
　　848　スピーカ
　　853　メモリ
　　860　命令
　　900　基地局
　　906　プロセッサ
　　908　コーデック
　　910　トランスコーダ
　　914　データストリーム
　　916　トランスコーディングされたデータストリーム
　　932　メモリ
　　942　第1のアンテナ
　　944　第2のアンテナ
　　952　第1のトランシーバ
　　954　第2のトランシーバ
　　960　ネットワーク接続
　　962　復調器
　　964　レシーバデータプロセッサ
　　970　メディアゲートウェイ
　　982　送信データプロセッサ
　　984　送信MIMOプロセッサ
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